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予算概要

序
（１）総　括
　令和４年度の予算総額は79億5444万円となりました。令和３年度と比較すると、予算総額は3.1パーセント増
えています。
　各会計の予算額は次のとおりです。

各会計予算総括表	 （単位：千円）

会　　　　　　計 令和４年度
当初予算

令和３年度
当初予算

増減比較
増減額 増減率（％）

一　　般　　会　　計 7,286,487 7,040,444 246,043 3.5
特

別

会

計

国民健康保険特別会計 274,690 287,019 △ 12,329 △ 4.3
後期高齢者医療特別会計 133,848 126,605 7,243 5.7
下 水 道 事 業 特 別 会 計 207,979 210,689 △ 2,710 △ 1.3
農業集落排水事業特別会計 51,439 51,669 △ 230 △ 0.4

小　　　　　計 667,956 675,982 △ 8,026 △ 1.2
総　　　　　合　　　　　計 7,954,443 7,716,426 238,017 3.1

（２）一般会計
　一般会計の収入と支出について、内訳は次のとおりです。

一般会計収入	 （単位：千円）

項　　　　　　目 令和４年度
予　算

令和３年度
予　算

増減比較
増減額 増減率（％）

依
存
財
源

地 方 譲 与 税 な ど 266,293 249,212 17,081 6.9
地 方 交 付 税 2,985,000 2,935,000 50,000 1.7
国 ・ 道 か ら の 支 出 金 1,081,109 926,601 154,508 16.7
借 金 875,700 797,100 78,600 9.9

自

主

財

源

町 税 549,360 543,790 5,570 1.0
分 担 金 お よ び 負 担 金 55,559 55,855 △ 296 △ 0.5
使 用 料 お よ び 手 数 料 122,415 122,081 334 0.3
財産収入・諸収入など 496,295 568,441 △ 72,146 △ 12.7
繰 入 金 854,756 842,364 12,392 1.5
合　　　　　　計 7,286,487 7,040,444 246,043 3.5

ここに注目！！

依存財源：国・道から受ける支出金や借金
自主財源：まちが町民などから直接受けるお金（町税や各施設の使用料）
依存財源がまちの収入の７割を占めており、中でも地方交付税は収入全体の４割を占める重要な財源です。
地方交付税は、決まったことにしか使うことができない国・道からの支出金や借金とは異なり、まちが自由
に使うことができるお金です。

予算概要
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序

一般会計支出	 （単位：千円）

項　　　　　　目 令和４年度
予　算

令和３年度
予　算

増減比較
増減額 増減率（％）

総 務 費 803,786 1,184,787 △ 381,001 △ 32.2
民 生 費 944,206 967,322 △ 23,116 △ 2.4
衛 生 費 561,364 551,125 10,239 1.9
農 林 水 産 業 費 565,724 542,612 23,112 4.3
商 工 費 709,492 373,677 335,815 89.9
土 木 費 858,265 895,045 △ 36,780 △ 4.1
消 防 費 217,553 273,752 △ 56,199 △ 20.5
教 育 費 813,234 495,508 317,726 64.1
公 債 費 874,094 822,700 51,394 6.2
職 員 費 846,588 837,200 9,388 1.1
議 会 ・ 労 働 ・ 災 害 復 旧 費 62,181 66,716 △ 4,535 △ 6.8
予 備 費 30,000 30,000 0 0.0

合　　　　　計 7,286,487 7,040,444 246,043 3.5

　　ここに注目！！

（３）まちの貯金と借金
　令和３年度末までの10年間で、まちの貯金と借金の残高は次のとおり推移しています。

　役場庁舎の建替えにより、令和２年度に借金残高が大きく増えましたが、計画的な返済を行うことで健全な財
政状況を維持していきます。また、令和３年度に貯金残高が増えた要因は、今後の子育てや教育の充実に向け
て、子ども夢基金に積立てを行ったためです。

総務費：令和３年度で役場庁舎の移転事業が完了したため、事業費が大きく減少しています。今年度の外構
工事をもって、平成30年度から実施してきた役場新庁舎の工事が完了します（49ページ）。

商工費：ふるさと公園のリニューアル工事のため、事業費が大きく増えています。また、昨年度に引き続きコ
ロナ禍の影響を受けている商工業者を支援する経済対策も継続して実施します（33ページ）。

土木費：３年計画で実施している旧新十津川駅周辺整備の２年目工事を行います。駅跡地に整備している公
園は令和５年10月のオープンを予定しています（14ページ）。

教育費：小・中学校設備の改修工事を実施します。また、農村環境改善センター改修工事は、今年10月のリ
ニューアルオープンを目指して改修工事を進めていきます（39、44ページ）。
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町政執行方針

序
【はじめに】
　令和４年第１回定例会の開会に当た
り、町議会議員をはじめ、町民の皆さま
に令和４年度の町政執行に対する私の所
信と主要施策の一端を申し上げます。

　はじめに、新型コロナウイルス感染症
は世界規模で拡大し始めてから早２年が
経過しました。
　緊急事態宣言の解除後、昨年末までは
落ち着いていたものの、新たなオミクロ
ンという変異株により急速に感染が拡大
し、予断を許さない状況となっておりま
す。この間、町民の皆さまには、外出自
粛、休業要請などの社会経済活動の抑制、
感染拡大の防止に努めていただき、さら
には、ワクチンの集団接種においても、
ご理解とご協力によりスムーズに進める
ことができましたことに対し、心より感
謝申し上げます。
　新型コロナウイルス感染症の収束は未
だ見通せない状況にあり、今後も、強い
危機感を持ちながら、町民の皆さまの安
全・安心が確保されるよう、ワクチン接
種をはじめ、社会経済活動の維持と生活
困難に直面されている方々の支援など、
切れ目なく、さまざまな対策を講じてま
いります。
　また、コロナ以外に目を向けますと世
界各地で自然災害が発生し、国内でも昨
年７月から８月にかけて集中豪雨が襲う
など、地球温暖化による気候変動が、私
たちの生活や農産物の生産にも深刻な影
響を及ぼしています。
　我が国の令和２年出生数は84万人と過
去最少となり、全国的な人口減少が続き、
少子高齢化に拍車をかけ、日本経済や社
会保障制度への影響が懸念されています。
　このような中、私は、２期目を臨むに
あたり掲げました、「住みたい、住み続
けたいと思える住み良いまち」「生き活
き暮らすことができる健やかなまち」「元
気あふれる豊かなまち」「安全で穏やか
に暮らことのできる安心なまち」「生涯
にわたって学び続けられる学びのまち」
「町民の皆さんと共に歩むまち」の６つ
の項目の実現に向け、これまで全力で執
り進めてまいりました。
　コロナ禍の影響が残るものの、社会情
勢を鑑みながら、SDGs、デジタル技術

の革新、脱炭素社会など、新しい時代を
見据えた行政運営を念頭に、「もっと前
へ、もっと未来へ」と、きらりと輝くま
ちづくりに向かって、全身全霊を注いで
まいります。

【町政執行の基本的な考え方】
　本年１月、令和13年度を目標年次とす
る新十津川町第６次総合計画を策定し、
本町の目指す将来像や基本目標、主要な
施策を総合的にまとめました。
　本計画では、誰もが住んでよかった、
住み続けたいと思えるまちを築いていく
ため、開拓以来の精神風土を受け継ぎな
がら、次代のまちづくりの指針を定め、
10年後の目指すまちの将来像を「新たな
未来へ　ともに歩もう　つながる絆　か
わらぬ自然と笑顔のまち」といたしまし
た。
　前総合計画と同様、まちの将来像を実
現するための目標を町民の皆さまと共有
し、まちづくりへの関心を高めて共に力
を合わせ、目標の達成に努めてまいりた
いと考えております。
　令和４年度は、第６次総合計画の新た
な幕開けの第１歩を踏み出す大切な１年
となります。急速に進んできたＡＩやロ
ボットなどの最新技術を活用していく新
時代を見定めつつ、６つの目標を掲げ、
この10年が本町の未来につながる礎とな
り、笑顔に満ちた持続可能なまちとなる
よう、施策を展開してまいります。

【まちづくりの施策】
　それでは、令和４年度の施策について、
第６次総合計画の６つの目標に沿って説
明いたします。

【１　住みやすい暮らしがある】
　１つ目は、「住みやすい暮らしがある」
まちです。
　町民の皆さまが快適に生活できるよう、
住環境の充実を図るとともに、本町の素
晴らしい自然を守り伝えていくために、
脱炭素社会の実現による地球環境の保全
に努め、住んでみたい、住んでよかった
と思える住みやすい暮らしがあるまちづ
くりを進めます。

〔環境の保全〕
　環境の保全につきまして、政府は2030
年に温室効果ガス50％削減の高みを目指
すこととしており、本町におきましては、
昨年から木質バイオマス及び地中熱のエ
ネルギーの利用に取り組みました。新年
度は、ゼロカーボン・プロジェクトチー
ムを設置し、新十津川町地球温暖化対策
実行計画（区域施策編）を策定するとと
もに、脱炭素に向けた取組を執り進めて
まいります。その取組の１つとして、本
町の資源を有効活用し、再生可能エネル
ギーの中で最もクリーンな水力発電に着
目し、徳富ダムを活用した水力発電につ
きまして、民間事業者と共同で事業化の
可能性について、調査してまいります。
　ごみの減量につきましては、子ども会、
行政区による資源物の自主回収や、衣類
綿製品、廃食用油等の回収など、資源の
有効活用を進めます。また、生ごみ袋に
ついては、現行サイズの２分の１の1.5
リットル袋を新たに作成するとともに、
ごみの排出量、食品ロスの削減に向けた
周知、啓発に努めてまいります。

〔生活基盤の充実〕
　定住促進につきましては、住宅取得助
成制度を設けておりますが、昨今のウッ
ドショックなどの影響を考慮し、令和５
年度までリフォーム助成とともに現制度
を延長することとしました。
　制度開始から現在まで125世帯385人が
転入され、人口の社会増減は３年連続プ
ラスと、人口減少の抑制策として確実に
成果が表れております。新年度もテレビ
ＣＭ、ＳＮＳ広告などの情報媒体を活用
し、より一層の定住促進とまちの魅力を
発信してまいります。
　さくら団地公営住宅の建て替えは、
ウッドショックなどの影響を受けた木材
の高騰、原材料不足の状況から入居者の
理解を得て、令和６年度からの建て替え、
入居を目指してまいります。併せて周辺
地域につきましては、保育園駐車場、道
路整備、宅地の造成を計画的に進め、住
環境を整えてまいります。
　なお、平成２年度から整備いたしまし
た下水道施設は、30年以上が経過し、管
路の老朽化が懸念されることから、幹線
の管路内カメラ調査を実施し、適正な修

町政執行方針
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序
繕、管理に努めてまいります。
　公園管理につきましては、公園施設長
寿命化計画に基づき、花月農村公園の遊
具の更新、樹木の剪定を行い、安全で安
心して利用できる適正な管理に努めてま
いります。
　昨年より整備を進めております新十津
川駅跡地につきましては、新年度10区画
の宅地造成ののち売却し、公園整備は、
令和６年度の供用開始を目指し、進めて
まいります。
　高速情報通信網につきましては、ＮＴ
Ｔ東日本による光ファイバー整備が本年
３月末の整備完了となることから、新年
度も継続して光回線サービスの新規加入
を促進してまいります。

〔交通環境の充実〕
　札沼線廃線に伴う踏切交差点の道路改
良をはじめとして、町民の生活に欠かせ
ない町道、橋梁を計画的に整備していく
とともに、冬期間での生活が安心したも
のとなるよう、計画的な除排雪の実施、
高齢者世帯への除雪費の支援などを継続
して進めてまいります。
　地域公共交通につきましては、本年４
月から車両の有効活用を図る観点からス
クールバスの一般乗客混乗運行体制に変
更するとともに、町内運行事業者による
新しい公共交通がスタートします。公共
交通は車のない方にとっては、かけがえ
のない移動手段であるものの、人口減少
などから公共交通を維持していくことの
難しさもあります。これらの背景を踏ま
え、多くの方に利用していただけるよう、
広く周知を徹底し、町民の皆さまととも
に公共交通を守り育てていくよう、取り
組んでまいります。
　新たにバスターミナルとなる役場待合
所に設置しますテレビモニターやスマー
トフォンから、バスの現在地が逐一わか
るなどの便利なシステムを導入し、安心
して乗降できる体制を構築してまいりま
す。
　なお、土日祝日や長期休業中の町内路
線について、中学生以下の運賃は無料と
し、部活動やプール、図書館などの利用
促進を図るとともに、移動手段を確保し
てまいります。

【２　笑顔がつづく健康がある】
　２つ目は、「笑顔がつづく健康がある」
まちです。
　町民の皆さまが健康で幸せに暮らせる
ことが共通の願いでありますので、一人
ひとりのライフスタイルに応じた健康へ
の取組を推進してまいります。一方、生
活支援が必要な方々には地域と一体と
なって、みんなで支えあう多様な体制を
構築し、笑顔がつづく健康があるまちづ
くりを進めます。

〔地域福祉の推進〕
　子育て支援につきましては、医療費、
インフルエンザ予防接種及び第３子以降
の給食費等の無償化、お買い物の際に実
質１割のポイント還元となる得きっず
カード制度などの経済的支援のほか、安
心して子育てできる環境の充実に努めて
まいります。
　乳幼児の紙おむつ回収につきまして
は、新年度から新たに保育園、子育て支
援センターにそれぞれ週に２回、回収ス
テーションを設置し、子育て世帯の要望
に応えてまいります。
　併せて、保育園、子育て支援センター
の遊具の新設、更新など、幼児たちにとっ
て魅力的な子育て施設を整備し、楽しく
安全な育みの場を提供してまいります。
　地域共生社会の推進につきましては、
町地域福祉計画に基づき町民の皆さま、
地域団体、医療や教育機関などがそれぞ
れの役割を果たし、互いが主体的に支え
あう仕組みを作り上げてまいります。そ
の要であるボランティアセンターが中心
となり、介護予防サポーターやボラン
ティア活動に対し、とくとっぷカードに
行政ポイントを付与するなど、ボラン
ティア活動を促進してまいります。
　昨年から教育と福祉の拠点施設として
大規模改修しております農村環境改善セ
ンターが本年10月に完成予定であり、そ
れに合わせ、高齢者の総合的な相談窓口
である地域包括支援センター及び社会福
祉協議会が移転し、地域活動、介護支援
等の拠点として地域支援の推進に努めて
まいります。すまいるあっぷ事業は、全
行政区で週に１回開催し、地域の事情に
合わせた介護予防とコミュニティの場づ
くりに努めてまいります。

　また、障がいのある方が、自立した日
常生活や社会生活を営むことができるよ
う、地域生活支援に取り組むとともに、
自立に向けた就労継続支援や生活訓練を
関係機関と連携し、支援してまいります。

〔健康づくりの推進〕
　新型コロナウイルス感染症対策につい
ては、今後も、感染状況に合わせた対策
を国、道との連携を密にしながら、町内
医療機関の協力の下、実施してまいりま
す。その他の感染症予防対策としては、
積極的勧奨を再開することとなりました
子宮頸がんワクチン接種や、風しん抗体
検査と予防接種を希望者に無料で実施し
てまいります。
　生涯にわたり健康で暮らしていくため
には、若い時代から健康状態を継続的に
把握して、健康を意識していただくこと
が重要であることから、春と秋の集団健
診や巡回ドックなどを積極的に受診勧奨
するとともに、各種がん検診などが安価
で受診できる体制を引き続き進めてまい
ります。
　母子保健対策では、昨年度開設した子
育て世代包括支援センターを拠点に、妊
娠期から子育て期における切れ目ない支
援体制の充実に努めてまいります。
　また、本町が独自に支援しておりまし
た不妊治療につきましては、新年度から
医療保険として基本的治療の適用が拡充
されましたが、自己負担に対する助成を
継続し、経済的支援を進めてまいります。

【３　活気あふれる産業がある】
　３つ目は、「活気あふれる産業がある」
まちです。
　基幹産業である農業をはじめ、商業、
工業、林業の持続的発展を推進するとと
もに、観光施設の充実により本町への誘
客を進め、地域経済が成長する、活気あ
ふれる産業があるまちづくりを進めます。

〔農林業の振興〕
　本町の基幹産業である農業は、食の多
様化や人口減少で進む米の消費減退に加
え、コロナ禍による外食控えが追い打ち
をかけ、深刻な米価の下落を招いていま
す。農業収入が落ち込む中、生産意欲を
維持していただくために、水稲種もみ購



6 〈令和４年度　予算〉

町政執行方針

序
入助成や資金融資の利子助成等による農
業経営の安定に向けた支援を進めてまい
ります。
　昨年より本町独自で進めております高
品質・良食味米生産プロジェクトでは、
データに基づく可変施肥や水管理による
品質や収量の向上に一定程度の効果が表
れております。プロジェクト最終年とな
る本年度は、総仕上げとして、農業関係
機関と連携し、効率的かつ適正な水管理、
可変施肥などの実証実験を重ね、高品質
米生産を確実にし、スマート農業の実装
と情報発信を行ってまいります。
　また、本年３月下旬には、本町と株式
会社クボタ本社及び株式会社北海道クボ
タと三者協定を締結する予定をしており、
本町における大規模水田を活用し、水稲
関連の新開発農業機械の試作機等の実証
協力や、中学生への農業教育など、次代
を先取りした農業の相互発展を目指し、
連携を強化してまいります。
　なお、スマート農業の進展を図るため、
推進しておりますスマート農業機械助成
は本年が最終年となります。引き続き、
ＧＰＳ付き田植え機などのスマート農業
機械の導入に対して支援するとともに、
ピンネ農業公社と連携を図り、新規就農
者の支援や農業経営強化などに努めてま
いります。
　アライグマによる農業被害については、
令和元年度から町独自の「アライグマ捕
獲緊急対策」を執り進めた結果、令和３
年度の捕獲頭数と農業被害は前年に比べ
減少に転じ、一定の効果が表れたと推察
しております。今後においても、より効
果的な捕獲体制を確立するとともに、本
町での取組や捕獲データを他の自治体な
どに提供し、全道的なアライグマの根絶
に向けた取組に進展するよう、北海道と
の連携を深めてまいります。
　森林整備につきましては、森林環境譲
与税を活用し、間伐や植林、木材の搬出、
林道の維持補修などを行い、民有林の整
備が円滑に推進できるよう、そらち森林
組合と連携を図りながら、執り進めてま
いります。
　昨年から稼働しております熱供給セン
ターは、町内の木材を利用した循環型エ
ネルギーの活用策として、注目を集めて
おります。１年目の二酸化炭素の排出量

が約500トン、約65％の削減となる見込
みであり、その有効性が確認されており
ますので、資源の地産地消、エネルギー
の安定供給に向け取り組んでまいります。

〔商工業の振興〕
　商工業につきましては、商工会と連携
しながら、地元消費拡大に向け、事業を
展開するとともに、中小企業の経営基盤
の安定化を図るため、新規参入や事業の
維持、充実に対し、継続して支援してま
いります。また、産業構造の高齢化は否
めませんので、業種を存続され、経営を
次代に継承するような事案が発生した際
には、新たなに支援策を講じてまいりま
す。
　新型コロナウイルス感染症の拡大が、
本町の宿泊業及び飲食業の経営に影響を
及ぼしていることから、誘客の後押しと
して、宿泊事業者が取り組む宿泊プラン
の割引きに対し最大50パーセント、飲食
店については、最大40パーセントの割引
クーポン券の費用を助成し、経営の安定
化に向け支援してまいります。
　母村十津川村及び奈良県との三者協定
を締結し４年半が経過しました。昨年も
残念ながら奈良県内や東京都内での物販
やイベントへの参加は叶いませんでした
が、本来の事業計画を実現させ、絆を深
めるとともに、経済交流の発展につなが
るよう、執り進めてまいります。
　新十津川総合振興公社が奈良県五條市
に生産拠点を置く化粧品会社と連携し進
めておりました酒米粉、熊笹を利用した
配合化粧品については、一定の目途が立
ちましたので、商品化に向けて取り組ん
でまいります。今後も本町の農産物の活
用策を総合振興公社と連携しながら、進
めてまいります。

〔観光の振興〕
　観光につきましては、本町の観光施設
の要となります、ふるさと公園の再整備
を昨年より開始し、新年度からキャンプ
場、展望デッキが利用開始となります。
町民のみならず、町外の方にも広く利用
していただけるようＳＮＳなどを活用
し、キャンプ場やまちの魅力を積極的に
発信してまいります。
　令和５年度のグランドオープンを目指

し、催事、物販等が実施可能な大屋根テ
ラス、大型ネット遊具、噴水を完備した
水景施設、駐車場の整備とサイクリング
ロードの再整備を進めます。
　また、利用者の満足度と町内経済の活
性化を図るため、大屋根テラスを活用し
た民間の方による物販やイベントの開催
の実現に向け、観光協会が中心となり、
仕組みづくりを進めてまいります。
　ふるさとまつり実行委員会が主催のし
んとつかわ雪まつりは、30周年を迎えま
すので、町民の皆さまが楽しめる記念イ
ベントとなるよう、支援してまいります。

【４　心やすらぐ備えがある】
　４つ目は、「心やすらぐ備えがある」
まちです。
　町民と行政が協力して防災力の強化や
防犯体制の充実を図り、安全な地域づく
りを進め、町民が日々安心して暮らすこ
とのできる体制を確保し、心やすらぐ備
えがあるまちづくりを進めます。

〔消防・緊急体制の充実〕
　中空知地区消防演習は、本町が当番と
なりますので、新庁舎前庭で消防演習の
成果を発揮いただくことで、消防職団員
の指揮の高揚と機動力の強化に繋がるも
のと期待しております。
　消防団員の報酬等の見直しが国より示
されましたので、国に準じて手当を見直
し処遇改善を進め、消防団員の確保に努
めてまいります。
　また、消防、救急業務に必要な資機材
を計画的に整備するとともに、町職員全
員に普通救命講習会を実施し、いざとい
う時に対応できるよう、救命のスキル
アップに努めてまいります。

〔防災体制の強化〕
　防災につきましては、コロナ禍で２年
間延期となり、５年ぶりとなる総合防災
訓練は、感染症対策を考慮した避難時の
対応を確認するとともに、避難所設営、
炊き出しの訓練など、住民・自主防災会・
行政の災害対応力を高めるきっかけとな
るよう、実施してまいります。
　災害対策基本法の見直しに伴い、町地
域防災計画を改正するとともに、防災ガ
イドマップにつきましても、新しい避難
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基準に見直し、感染症に対応した災害備
蓄品などに改定し、災害時の備えについ
て周知、啓発を図ってまいります。
　減災の取組として、昭和56年5月末以
前に着工した住宅の耐震化がより図られ
るよう、新年度、耐震診断の助成を拡充
し、住宅の耐震化を促進してまいります。
　河川の適切な維持管理を進めるため、
堆積土砂管理計画に基づき、墓地谷川の
土砂上げ及びヌタップ川の支障木の伐採
を進める一方、緊急的に内水を河川に送
るための排水場等につきまして、計画的
な設備の更新など適正な管理に努めてま
いります。

〔生活安全体制の充実〕
　防犯対策につきましては、新十津川町
安全・安心推進協会にご協力いただき、
引き続き青色回転灯防犯パトロールによ
る巡視を進めていただくとともに、行政
区と連携し防犯灯の設置及び適正な管理
に努めてまいります。
　全国的にアクセルとブレーキの踏み間
違いによる交通事故が散見されますこと
から、高齢者で既存の車両にペダル踏み
間違い急発進抑制装置の導入費用の一部
を助成し、交通事故の防止に努めてまい
ります。
　高齢者を狙った特殊詐欺は、手口が巧
妙化し、道内でも被害が続いていますの
で、滝川警察署や滝川地方消費者セン
ターと連携を図り被害防止に努めるとと
もに、高齢者を対象に防犯用の通話録音
機の購入費の一部を支援してまいります。

【５　未来を叶える学びがある】
　５つ目は、「未来を叶える学びがある」
まちです。
　人工知能・通信の高速化などのデジタ
ル技術が急速に進み、社会が大きく変わ
りつつある時代を生き抜く子どもたちが
必要な学力、資質、能力を身につけると
ともに、子どもから高齢者まで町民一人
ひとりが充実して学ぶことができ、生涯
にわたり自己目標に向かうことのできる
環境を整えてまいります。
　総合教育会議の場などを通じ教育委員
会と十分な意思疎通を図りながら、未来を
叶える学びがあるまちづくりを進めます。

【６　助け合う絆がある】
　６つ目は、「助け合う絆がある」まち
です。
　地域コミュニティの活性化や町民と行
政の情報共有を進め、「住民と住民」、「住
民と行政」が互いに助け合う体制を構築
するとともに、関係人口の創出を推進し、
助け合う絆があるまちづくりを進めます。

〔住民協働の推進〕
　地域活動の核となる行政区では、老人
クラブ、女性の会、子ども会などが活動
されておりますが、コロナ禍、人口減少
に伴う会員の減少などにより、コミュニ
ティ活動が思うように進められないとお
聞きしており、各団体と情報交換を図り
ながら、教育委員会と連携し、地域活動
の支援、協力を進めてまいります。
　情報発信につきましては、広報誌やま
ちづくり読本の紙媒体のほか、防災無
線、ホームページ、動画、ツイッターな
どデジタル媒体により、きめ細やかに情
報を発信することで、本町に興味を持っ
てもらい、多様な関わりや本町を応援い
ただける関係人口の創出に努めてまいり
ます。また、昨年10月から始めましたス
マートフォンアプリのLINEによる配信
につきましては、年代、行政区などの属
性、希望に合わせ必要な情報を配信する
システムに拡充してまいります。

〔健全財政の堅持〕
　平成29年度から進めてまいりました新
庁舎は、本年５月に駐車場、前庭などの
すべての工事が完了し、いよいよ本格稼
働となります。気軽に手続きができ、町
民の皆さまが集まりやすい、まちなか拠
点となるよう、環境創出に努めてまいり
ます。
　また、税金や保険料などについて、24
時間いつでも納められるコンビニ納付
を、令和５年４月からの導入を目指し、
準備を進めてまいります。
　持続可能な行政サービスを提供してい
くためには、健全な財政を堅持すること
が必要不可欠であり、ふるさと納税、有
利な起債など財源確保に努め、最小の経
費で最大の効果が発揮できるよう、安定
的な財政運営を執り進めてまいります。
　行政内部で組織する行政のデジタル化

に向けたプロジェクトチームを立ち上
げ、行政サービスの向上、事務の効率化
を図ってまいります。

【結びに】
　以上、令和４年度の町政に臨む私の所
信を述べさせていただきました。
　私は平成27年度に町長に就任して以
来、多くの皆さまからご意見を伺うとと
もに、町民の皆さまをはじめ、地域の核
となる行政区、各種団体、関係機関と連
携しながら、未来を見据えた「人・夢が
輝くまちづくり」をスローガンに町政運
営を進めてまいりました。
　この間、人口減少の抑制に向け、子育
て支援と教育の充実を核とした総合戦略
を策定し、子育て世代を中心とした定住
人口の増加策、全国のトップランナーと
なるスマート農業の実践、商工業の活性
化支援など地方創生を目指し、注力して
まいりました。
　本年度は、私が町長に就任し２期８年
の最終年であり、１つの区切りの年とな
ります。本町のまちづくりは、まちづくり
基本条例に基づく第６次総合計画に掲げ
た、まちの将来像「技術革新による変わ
りゆく新たな未来へ、町民と行政とがと
もに歩み、人と人とがつながる絆をもっ
て、今も昔もかわらぬ素晴らしい自然と
町民の笑顔を守り続けるまち」を目指し、
挑戦という歩みを続けてまいります。
　本町の生誕のルーツである母村十津川
村とは、唯一無二のつながりと絆があ
り、そこから派生した母村母県との三者
協定、さらには、化粧品会社などとの数
多くのつながりは、「縁尋機妙」であり、
私が今まで挑戦し続けられた大きな原動
力であります。「縁尋機妙」とは、良い縁
がさらに良い縁を尋ねて発展してゆく様
は誠に妙なるものがある。という意味合
いであり、今後におきましても、人との
縁を大切に、町政の推進に全力を尽くし
てまいります。
　町議会議員並びに町民の皆さまには、
より一層のご理解とご協力を心からお願
い申し上げ、町政執行の所信表明とさせ
ていただきます。
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【はじめに】
　令和４年第１回定例会の開会に当たり、
新十津川町教育委員会所管行政の執行に関
する主要な方針と施策を申し上げます。
　新型コロナウイルス感染症の拡大が続
き、社会生活や経済文化活動、教育活動に
多くの影響を与え、予測困難な時代を迎え
ました。
　教育活動においては、技術革新やグロー
バル化が急速に進む中、子どもたちや町民
が持続可能な社会の創り手となる教育がよ
り重要となっています。
　このような状況の下、人生100年時代を
迎え、今後10年間のまちづくりに向けて今
年策定した「新十津川町第６次総合計画」
を推進するとともに、目標や施策を定めた
「第２期新十津川町教育の振興に関する施
策の大綱」に基づき「未来を叶える学びが
ある」教育行政を進めてまいります。

　それでは主要政策の「学校教育の充実」
と「生涯学習の充実」について申し上げます。

≪学校教育の充実≫
「確かな学力の育成」
　コロナ禍の学校生活にあっても「学びを
止めない」教育に向けて、「学校の新しい
生活様式」に基づき、感染対策を行い、子
どもたちが明るく健やかに、これからの社
会を「生き抜く力」を養成してまいります。
　子どもたち一人ひとりの可能性を引き出
すためにタブレットを活用し、自ら学ぶこ
とに興味を持つ「主体的な学び」と意見交
換や議論する「対話的な学び」を通じて創
造する「深い学び」やプログラミング教育
を行い、分かりやすい授業改善を進めてま
いります。
　また、昨年度に引き続き文部科学省で実
施する「学びの保障・充実のための学習者
用デジタル教科書実証事業」に取組み、小
学校の外国語、中学校の英語の教科でデジ
タル教科書を使用し、「個別最適な学び」

を推進してまいります。
　小学校では、学習理解度と授業の質の向
上を図るため、小学５・６年生の国語・算
数を教科担任制で行い、５・６年の理科及
び４年生から６年生までの音楽で専科指導
を継続してまいります。
　また、外国語によるコミュニケーション
能力は、生涯にわたり様々な場面で必要と
されることから、小学３・４年生の外国語
活動及び５・６年生の外国語で専科指導を
行うほか、任期満了となるＡＬＴ１名の任
用を延長し、指導の充実と異文化や国際性
の涵養に努めてまいります。
　学習支援サポーターを配置し、基礎学力
と学習意欲の向上を図るとともに、中学校
教諭による乗り入れ授業を行い、中学校へ
の円滑な接続を行ってまいります。
　中学校では、ダブレットを利活用するた
め授業の振り返りや家庭学習に有効な学習
コンテンツとして「オンラインＡＩドリル」
を導入いたします。
　また、ティームティーチング並びに少人
数・習熟度別指導を行う教育充実指導講師
と学力向上推進講師を配置するとともに教
職員加配制度や退職教員等外部人材活用事
業により、学習指導の充実を図ってまいり
ます。
　各種検定助成につきましては、小学６年
生及び中学生対象の漢字検定及び中学生の
英語検定の検定料を全額助成し、学力の着
実な定着と学習意欲の向上に努めてまいり
ます。

「特別支援教育の充実」
　特別支援教育につきましては、一人ひと
りの教育的ニーズに応じた適切な教育と必
要な支援を行ってまいります。
　今年度は、小・中学校ともに対象児童生
徒が増える状況にあります。学習活動のサ
ポートや児童の安全確保のため、学級支援
員を１人増員し、教職員と支援員できめ細
やかな指導の充実に努めてまいります。

「信頼される学校づくりの推進」
　学校運営協議会（コミュニティ・スクー
ル）は、地域の特色や創造工夫を活かした
学校づくりを推進するため、保護者や地域
住民とともに、協働して子どもたちを育て
ていく環境を充実してまいります。
　また、学校支援地域本部と連携し、町民
の理解が高まるよう努めてまいります。

「郷土愛・キャリア教育の推進」
　本町の開拓の歴史と文化を理解し郷土愛
を育むための母村訪問交流事業は、コロナ
禍により２年間中止となりましたので、小
学生は５年生を中学生は全学年を対象とし
て実施いたします。

　また、母村から修学旅行で来町する中学
３年生と新中３年生との交流の場を設け、
それぞれの学校生活、自然や文化などにつ
いて絆を深めるふるさと教育を実施いたし
ます。
　子どもたちが自分の将来の社会的、職
業的自立に向けて希望あふれる夢を描く
「キャリア教育」として、本町の基幹産業
である農業の田植え・稲刈り体験、先端技
術を駆使したスマート農業体験学習会を農
業者や関係機関の協力をいただき、小学校・
中学校・農業高校が連携して行ってまいり
ます。
　また、主権者教育では、町議会定例会の
見学を防災教育では、１日防災学校を実施
いたします。
　中学校の修学旅行では、東日本大震災被
災地で自分の命を主体的に守ることの重要
性を学ぶ「震災体験学習プログラム」の費
用を助成いたします。
　合わせて、東北地方への旅行費用の上昇
に対する修学旅行保護者負担について一定
の金額を超える分の助成を行い、深い学び
と子育て支援を行います。
　見学旅行、修学旅行などにおけるコロナ
感染予防費用についても助成し保護者の負
担軽減を図ります。
　また、地域資源の間伐材を活用し、体育・
宿泊施設の熱源を確保するために昨年完成
した「熱供給センター」の環境教育を推進
してまいります。

「豊かな心の育成」
　子どもたちが将来、自立した人間として
社会で生き抜いていくためには、他者への
思いやりや豊かな感性を備えた道徳性を養
うことが重要です。
　また、コロナ禍における子ども達の心の
ケア、差別、偏見や誹謗中傷の防止に取り
組むとともに相手を思いやる心の育成に取
り組んでまいります。
　学校教育をとおして道徳教育と人権教育
との関連を図り、互いの違いを認め理解し
合いながら自分と同じように他者も尊敬で
きる態度を養う教育活動を進めるため、中
学校では様々な分野で活躍している講師を
招き「特設道徳講演会」を開催いたします。
　いじめの予防につきましては、日常の観
察やアンケート等により子どもたちの心の
内面を理解し、未然防止、早期発見、早期
対応に努めてまいります。
　また、小学校・中学校・農業高校の児童
会と生徒会が主体となる「仲間づくり子ど
も会議」を開催し、いじめのない学校づく
りを町内の学校で連携して取り組んでまい
ります。
　不登校傾向にある子どもについては、ス
クールカウンセラーの適切なアドバイスを
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仰ぎ、保護者との連携を図りながら、個に
応じた教育相談体制の充実を図ってまいり
ます。
　また、必要に応じ、専門職員が配置され
ている滝川市適応指導教室の有効的な活用
を図り、学校復帰を目指してまいります。
　子ども達に本物の舞台芸術に触れる機会
を提供し、豊かな心や感性、創造性やコミュ
ニケーション能力を育むため、雨竜町と共
同で芸術鑑賞事業を実施いたします。

「健やかでたくましい心身の育成」
　子どもの時期に習慣的に運動することは
基礎的な体力を培うだけではなく、生涯に
わたって、健康で充実した社会生活を送る
ための土台となる重要なことであります。
　本町の子どもの体力の状況については、
「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」
の結果を踏まえ、子どもたちの傾向を的確
に捉え運動習慣や生活習慣の改善に努める
とともに、体育の授業に専門講師を招聘し、
体力・運動能力の向上に取り組んでまいり
ます。
　学校給食につきましては、栄養教諭を中
心にきめ細やかな食育指導を行い、農家、
農業高校やＪＡなどの協力をいただき、雨
竜町を含めた町内産生鮮野菜50パーセント
使用の地産地消を進めてまいります。
　また、給食調理用の甘味料として新十津
川町産お米シロップをパンや副食に使用す
るほか、母村の特産品を使用した絆給食な
ど安全・安心でおいしい学校給食を提供し
てまいります。
　施設整備につきましては、空調機器部品
の取替修繕を行い適正な空調管理を図って
まいります。
　給食費につきましては、引き続き小・中
学生の主食費分の助成を行うとともに、第
３子以降の児童生徒に係る給食費を無料と
し保護者の負担軽減を図ります。

「働き方改革の推進」
　学校における働き方改革につきまして
は、校務支援システムを活用し校務の情報
化を推進するとともに学校・教育委員会で
構成する「働き方改革推進委員会」で「個
の気付き」「チームの対話」「地域との協働」
を視点とした改革目標の検証・改善を図り、
健康で生きがいとやりがいを持って勤務で
きる環境を整えてまいります。

「家庭教育力の向上」
　昨年度実施した全国学力・学習状況調査
の結果から学習時間が全国平均より低い傾
向にあります。これは、家庭学習の習慣が
定着していないことが一因であることか
ら、学校の長期休業の夏休み・冬休み期間
に実施している学習サポーター事業「やま

びこ」を開催するとともに、小学校では、
長期休業用学習帳を配布し保護者と一緒に
学習する機会を設けていきます。中学校で
は導入する「オンラインＡＩドリル」を家
庭でも活用し、家庭学習の定着と学力向上
に努めてまいります。
　また、小学６年生を対象とした通学合宿
を行い、集団生活を通して、子どもたちの
自立心や協調性を育み学習習慣が定着する
カリキュラムを設定してまいります。また、
保護者を対象とした空知教育局主催の「空
知親学セミナー」を開催し、家庭教育力の
向上に努めます。
　中学校においては、部活動の休養日に「放
課後学習サポート」を行い、自学自習習慣
の定着化を図ってまいります。

「就学の支援」
　子どもたちが健やかに安心して教育が受
けられるよう、小・中学生の就学援助制度
の活用を促進するほか、大学などへの修学
支援の無利子の奨学金貸付制度について、
未だにコロナ禍の収束が見えない状況下に
あるため、奨学生又はその保護者への経済
的影響を考慮して、貸付金の増額を継続い
たします。また、入学準備金貸付について
も、活用されるよう広報や町ホームページ
でＰＲいたします。
　本町で暮らしながら、夢や希望をもって
進学する高等学校等の選択肢を広げる「高
等学校等遠距離通学者支援事業」を継続し
てまいります。

「小・中学校施設等の適正な維持管理」
　適正な施設整備においては「新十津川町
学校施設長寿命化計画」に基づき、学校施
設の良好な維持管理に努めてまいります。
　昨年度、中学校に空調設備を設置しまし
たが、今年度は、小学校の教室、保健室、
職員室などに空調設備を設置し、コロナ禍
における熱中症対策として、児童が快適に
学べる環境を提供いたします。
　また、中学校の体育館トイレを全面改修
いたします。体育館は災害時の避難所とし
て指定されていることから、バリアフリー
化にし、高齢者や障がいを持つ人でも使用
しやすい多目的トイレを設置いたします。
また、学校行事や部活動で屋外から直接利
用できる出入口を設けます。
　学校施設管理に係る備品や学校授業等に
係る教材備品を適正に管理するため、小学
校では乗用芝刈機の更新、図書室の総合百
科事典の更新、低学年用の跳び箱の増台、
顕微鏡テレビ装置を購入いたします。
　また、中学校では、除雪機の更新、体育
用マットの更新、部活動備品として、技術
と体力の向上及び練習の効率化を図るため
卓球ロボットを購入いたします。

　スクールバス運行は、今年度から、路線
バスの廃止に伴い地域住民の交通手段を確
保するため、児童生徒と地域住民が乗車す
る新たな運行体制となることから、より安
全かつ安心な運行に努めてまいります。

「魅力ある農業高校づくりへの支援」
　新十津川農業高校は、町内外への花苗の
提供や、農産物の即売のほか、小学生への
農業体験指導や、地域と連携して酒米粉や
ほおずきなど町内食用資源を活用した商品
開発にも積極的に取り組んでおります。こ
うした魅力ある教育活動により、昨年度に
比較して今年度の入学予定者が増えており
ます。
　また、普通教室棟改築、実習棟長寿命化
の実施設計が終了し、今年度は、普通教室
棟の工事が行われる予定であり、令和５年
度から環境にやさしい魅力ある学び舎とな
ることから、遠隔地通学者通学費や資格取
得及び実習、町内外のイベントで着用する
町のＰＲキャラクター「とつかわこめぞー」
入りのポロシャツ購入などの助成を行い、
特色を活かし、生徒に選ばれる学校づくり
への支援を継続してまいります。

≪生涯学習の充実≫
「社会教育活動の推進」
　社会教育におきましては、５年間の目標
を定めた「第７期新十津川町社会教育実施
計画」の最終年度となります。今年度は令
和５年度からの新たな第８期実施計画を策
定いたします。
　コロナ禍により２年にわたり多くの事業
や活動が中止となりましたので、実施方法
など創意工夫を凝らしながら関係機関と連
携し事業を推進してまいります。

「青少年の健全育成の推進」
　次代を担う青少年には、様々な体験や交
流を通じて創造性や協調性等を身に付け、
夢や目標を持って健やかに成長できるよう
小・中学校、ＰＴＡ、青少年健全育成町民
会議などの関係機関と連携協力を図り、青
少年教育事業の充実を図ってまいります。
　青年やシニアリーダー、女性団体などの
地域の活力となっている団体活動とコミュ
ニケーションを図りながら引き続き支援し
てまいります。
　子ども会は、北海道子どもかるた大会空
知地区予選会が本町で開催されることか
ら、子ども会育成者連絡協議会と連携し、
伝統行事の奨励に努めてまいります。

「高齢者の生きがい活動の推進」
　高齢者の生きがい活動につきましては、
ふるさと学園大学、ゆめりあ部会、シニア
いきいきクラブなど社会教育主事が中心と
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なり対話と連携を図り、身近で気軽にでき
る高齢者活動のＰＲを進めてまいります。
　また、社会福祉協議会が行う各種事業に
ついて、地域福祉と社会教育が横断的に連
携し、参加者がさらに「ふれあいと幸せ」
を感じる取り組みとなるよう社会福祉協議
会と検討を進めてまいります。

「読書活動の推進」
　「新十津川町子どもの読書活動推進計画
（第３期）」に基づき、幼児から高齢者ま
でを対象とした幅広い世代の図書館事業を
実施するため関係機関と連携し、事業の充
実を図り、町民が「いつでも、どこでも、
だれでも」自由に本と親しめる読書環境の
整備に努めてまいります。
　来館者のニーズに対応した蔵書の整備や
図書館司書、学校図書館司書等が連携を図
り、学校での読み聞かせや教科学習での学
校図書館の活用を図ってまいります。
　また、「絵本ふれあい事業」において昨
年度から導入し好評であった２歳半児健診
時の配本で、自分自身が主人公となる世界
に１冊だけのパーソナル知育絵本の配本奨
励に取り組んでまいります。
　さらに、高齢者の読書の推進を図るため、
すまいるあっぷ教室に出向いてリクエスト
本の貸出しや話題の本などを紹介する「高
齢者地域配本サービス事業」は、昨年実施
した青葉区、花月区のほか、新たに大和区
を加え３地区で引き続き実証してまいりま
す。
　また、今年度から図書館と学校図書館業
務を民間事業者に包括委託し、読書を通じ
た地域交流の拠点と学びと生きがい拠点と
して事業を行い、利用者ニーズに応じた適
切なサービスを提供してまいります。

「文化活動の推進」
　芸術文化は、豊かな人間性を涵養し創造
力を育むことから、文化協会や音楽協会と
連携し、優れた舞台芸術などの鑑賞機会を
町民へ提供してまいります。
　また、音楽や演劇などは観賞する者に感
動をもたらし、豊かな心や感性を育むこと
から、開町記念日の６月20日に新十津川町
に縁のある演奏者を招聘し、役場新庁舎完
成を記念したミニコンサートを庁舎ロビー
で、夕刻にはゆめりあホールで室内楽コン
サートを開催いたします。
　また、コロナ禍により２年連続で中止と
なっていた「ワンワンとあそぼうショー」
（ＮＨＫ・Ｅテレ（教育））を８月にスポー
ツセンターで開催し、親子でふれあい楽し
む機会と町外からの来訪客に「ふるさと公
園」と「子育てにやさしいまち」をＰＲい
たします。
　さらに、10月にはＮＨＫ地域実施全国放

送公開番組「上方演芸会」（ラジオ第１）
をゆめりあホールで行います。
　アートの森彫刻体験交流促進施設「かぜ
のび」は、昨年10周年を迎え五十嵐威暢氏
より彫刻作品を設置するなど、展示の充実
を図りました。風の美術館と連携を図り、
魅力ある行事の支援を行なうとともに、優
れた芸術に触れる小学生の総合的な学習の
学びの拠点として利用してまいります。
　生活文化等保存事業では、昨年度実施し
た調査結果を集約し、昭和20、30年代の生
活文化の歴史を次世代に伝承するため、町
郷土史研究会と連携し、機関紙「トック」
として発刊いたします。
　郷土芸能は、本町指定の無形民俗文化財
である獅子神楽を継承する保存会はもとよ
り、おどり保存会、徳富太鼓会など伝統芸
能を支援するとともに普及伝承を奨励して
まいります。
　開拓記念館につきましては、休館日を月・
火曜日から月曜日へ変更するとともに、ア
イヌ文化の展示資料を増やし学習の場とし
ての充実を図ってまいります。
　また、札沼線北線が昭和47年に廃止され
てから50周年を迎えたことから廃止日の６
月18日から、特別展を開催いたします。

「スポーツ活動の推進」
　昨年開催された東京夏季オリンピック・
パラリンピック、また今年開催の北京冬季
オリンピック・パラリンピックに出場した
日本人選手の最後まで諦めず競技に挑む姿
勢は、子どもたちなど町民に感動を与え、
努力を重ねる意義やスポーツの力を感じる
好機となりました。
　また、スポーツは心身の健康や体力の維
持、向上を図るほか、一緒に取り組む方と
のコミュニケーションづくりにも繋がりま
す。
　町民が生涯を通じてスポーツ活動や健康
づくりに参加できるよう、スポーツ協会と
連携を図りながら、町民が１日に１回運動
する「１・１運動」を推進してまいります。
　６月には、北海道日本ハムファイターズ
の協力をいただき、子どもから高齢者まで
気軽に参加できる健康ウォーキングとラジ
オ体操をスポーツ協会と共催して行います。
　また、小学生を対象としたチャレンジス
ポーツの開催や少年野球教室を開催いたし
ます。
　生涯スポーツ推進計画に基づき、スポー
ツクラブと連携しながら、小・中学生の体
力アップ運動教室の開催日を増やすととも
に新規に就学前児童を対象とした体力運動
教室を開催し、子どもたちの運動するきっ
かけづくりを進めてまいります。
　ゆめりあでのスポーツ活動は、シニアい
きいきクラブの中で新たに高齢者吹矢教室

を開催するとともに、健康体力増進室の利
用促進に努めてまいります。
　ふるさと公園の体育施設は、安全で快適
な施設となるようスポーツセンターは、音
響設備と、ポーチ玄関のタイル張替修繕を
温水プールは、老朽化による電灯・動力・
電話設備修繕を行います。
　文化スポーツ少年団につきましては、練
習時における指導者や見守りサポーターの
活動助成の拡大を行うとともに、地域の指
導者の確保や人材育成を図るため、指導者
等資格登録料助成経費に従前の登録料に加
え、受講料やテキスト代を対象といたしま
す。

「教育委員会施設の整備」
　町民のコミュニティ活動や文化、福祉と
健康を増進する拠点施設の農村環境改善セ
ンターは、昨年から大規模改修を行ってお
り、今年の秋にリニューアルいたします。
今年は、展示ホール、社会福祉協議会事務
所、ボランティアセンターなどの改修を行
います。
　改修後は、大人数の行事を催す多目的
ホール、芸術・文化作品の展示、福祉・介
護機能を持ち合わせた複合施設として、町
民が身近に感じ交流できる施設となり、10
月開催予定の社会福祉大会・福祉フェアを
リニューアルオープン行事といたします。
　また、総合健康福祉センター「ゆめりあ」
の施設管理については、今年度からゆめり
あホールの音響・照明管理運営を業者委託
し、適正管理と利用促進に努めてまいりま
す。

【おわりに】
　以上、令和４年度の教育行政執行に当た
り、主要な施策の一端を申し上げました。
　本町の教育におきましては、未来を担う
子どもたちが急激に変化する社会を切り拓
くために必要な資質・能力を身に付けられ
るよう学校・家庭・地域の連携の下で取り
進めてまいります。
　また、町民一人ひとりが生涯にわたり成
長し、心豊かに健康で暮らしていけるよう
芸術・文化・スポーツなど様々な活動を通
して学校教育、社会教育、生涯学習の連携
を図り、「子育て支援と教育の町づくり」
を推進してまいりますので町議会議員の皆
さま並びに町民の皆さまのご理解とご協力
を心からお願い申し上げ、教育行政執行方
針といたします。
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１　住みやすい暮らしがある

〈令和４年度　予算〉

１

ごみの収集・処理	 1億4697万円
（担当：住民課住民活動グループ） （担当：住民課住民活動グループ）

　家庭から出されるごみの収集運搬と他市町と連
携したごみ処理施設の管理を行います。
　新たに1.5リットルの生ごみ袋を販売します。
また、町内２カ所で、乳幼児用紙おむつの拠点回
収を開始します。
　小型家電、衣類、廃食用油の無料回収も引き続
き行っていますので、ごみ減量のご協力をお願い
します。
【町が無料回収するもの】

項　目 回収場所

小型家電製品 役場１階住民課窓口

衣類 役場１階住民課窓口

廃食用油 役場、改善センター（10月から）
＜財源内訳＞

ごみ袋販売代金	 1700万円
資源物売り払い収入	 90万円
町の負担	 1億2907万円

　不法投棄を減らすための対策と、町の施設や敷
地に不法投棄されたごみの処理を行います。
　なお、私有地に不法投棄されたごみは、その土
地の所有者または使用者が管理や処理をすること
になりますので、日頃から不法投棄を未然に防ぐ
対策をお願いします。
　町の施設や敷地での過去５年間の不法投棄の状
況は、下表のとおりです。

【不法投棄の状況】
Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

テ レ ビ 2台 4台 3台 5台 1台

電化製品 3台 10台 3台 2台 3台

タ イ ヤ 40本 2本 0本 0本 17本

そ の 他 14件 25件 47件 43件 18件
※町施設・敷地の実績

不法投棄ごみの対策	 23万円

住みやすい暮らしがある住みやすい暮らしがある

①　環境の保全

掲載している事業以外の内容は、町ホームページで
お知らせしています。

ＱＲコードからリンク→

１



12 〈令和４年度　予算〉

１　住みやすい暮らしがある

１

環境を保全する活動	 24万円

空き家対策	 49万円 合併処理浄化槽の設置の支援	 279万円

火葬場施設の運営	 503万円
（担当：住民課住民活動グループ）

（担当：住民課住民活動グループ
総務課企画調整グループ）

（担当：住民課住民活動グループ）

（担当：住民課住民活動グループ）

　マイバッグの利用促進や使い捨てプラスチック
の削減、リサイクルの推進など、「新十津川町環
境基本計画」に基づき、脱炭素社会の実現に向け
たＰＲ活動を行います。

成果指標 基準年度値 目標値
（令和11年度）

ごみのリサイクル率 44.1％
（平成30年度） 46.0％

町の事務・事業に伴う
二酸化炭素排出量

1,173,208㎥
（平成25年度） 879,906㎥

○危険空き家対策
　審議会を開催し、町内の危険空き家対策を進め
ています。
　また、危険が迫った空き家への応急対応や町か
らの指導などにより、危険空き家を除去する際の
補助を行います。
　町内に建築資材の飛散や倒壊の恐れがある危険
な空き家があれば、情報提供をお願いします。

○空き家バンク
　町のホームページ上に、町内の空き家、空き地
（宅地）、アパートの情報を掲載しています。
　空き家バンクへの登録は無料ですが、所有者に
よる登録申請が必要です。

【平成26年度～令和３年度】
登録（件） 成約（件）

空き家 19 19
空き地 95 65

　滝川市、赤平市、雨竜町および新十津川町の２
市２町で共同運営する火葬場施設「滝の川斎苑」
の管理運営経費を負担します。

　対象地区内での合併処理浄化槽の設置費用の一
部を助成するほか、新築および増改築を伴わない
合併処理浄化槽への転換に係る経費の助成も行い
ます。
【助成の内容】

人槽区分 助成額
５人槽 35万2000円

６～７人槽 44万1000円
８人槽以上 58万8000円

合併処理浄化槽への転換に係る
単独処理浄化槽またはくみ取り
便槽の撤去費

最大９万円

合併処理浄化槽への転換に係る
宅内配管経費 最大30万円

＜財源内訳＞
　道の負担など	 93万円
　町の負担	 186万円
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１　住みやすい暮らしがある

〈令和４年度　予算〉

②　生活基盤の充実

１

定住・移住の助成	 6449万円
（担当：総務課企画調整グループ）

○住宅取得助成
　町内で新築（中古）住宅を取得した方に、助成
金を交付します。令和３年度は新築27件、中古１
件の申請がありました（３月15日時点）。
【助成額】

住宅 対象 施工業者 助成額

新築
転入者 町内 180万円

町外 150万円

町内者 町内 150万円
町外 130万円

中古 転入者 80万円
町内者 50万円

・中学生以下の子ども一人につき15万円分のふれ
あい商品券を交付

　令和３年度商品券交付数：38人分
・申請者（または配偶者）の親がいる場合、20万

円を加算
　令和３年度近居助成交付数：15人分
【助成期間】　令和６年３月31日まで

○アパート建築助成
　町内にアパートを建築した方に、建設費の一部
を助成します。平成29年度に３棟20戸、令和元年
度に１棟６戸、令和３年度に１棟４戸が建設され
ました。

【助成額】
施工業者 町内業者 町外業者

１戸当たり 100万円 60万円
１棟当たり上限 1000万円 600万円

【助成期間】　令和９年３月31日まで

住宅の改修工事費助成	 2000万円
（担当：建設課都市管理グループ）

　町内の住宅を所有する方がいつまでも住み続けられるよう、町内の施工業者を利用してリフォーム工事
を行う場合に、助成金を交付します。
　時期によって工事が集中する場合や、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い一部の建材、設備の納品
が遅れる場合がありますので、住宅の改修をお考えの方は、お早めにご相談ください。

【助成期間】　令和４年４月１日から令和６年３月31日まで
【対象工事】　増築、改築、修繕、模様替え（耐久性、居住性、省エネルギー性を向上させる改修工事）
【対象要件】　・町内の施工業者が実施すること

・助成対象経費の合計額が25万円以上であること
・交付申請をする年度の末日までに工事が完了すること

【対 象 者】　改修を行う住宅の所有者で、現に居住している方または改修が完了する日の年度末までに
当該住宅に居住する方

【対象住宅】　・新築後５年を経過している住宅
・一戸建ての住宅（店舗などとの併用住宅は、居住部分のみ）

【助成金額】　助成対象経費の５分の１（最大40万円まで）
【申請回数】　助成期間内に２回まで（２回の合計額40万円まで）
※工事着手日の14日前までに交付申請をしてください。



14 〈令和４年度　予算〉

１　住みやすい暮らしがある

１

線路施設の撤去	 9258万円
（担当：建設課土木グループ）

　ＪＲ札沼線（北海道医療大学－新十津川間）の廃線後、本町では「踏切部の道路改良による交通安全対策」
「河川に架かる鉄道橋撤去による治水対策」「線路により東西に分断されている農地の圃

ほじょう

場整備」「新十津
川駅周辺の跡地整備」を速やかに進めるため、ＪＲ北海道と協定を交わし町で線路の撤去事業を進めてい
ます。
【令和４年度の計画】

○弥生　砂利の撤去3.4㎞
○花月　線路施設の撤去（砂利を除く）4.1㎞
　　　　鉄道橋の撤去　４カ所

＜財源内訳＞
　レールなどの売払い収入	 508万円
　札沼線跡地整備基金	 8750万円

旧新十津川駅の跡地整備	 1億1725万円
（担当：建設課土木グループ）

　ＪＲ札沼線（北海道医療大学－新十津川間）の
廃線に伴い、旧ＪＲ新十津川駅の跡地を公園、道
路、住宅地などに整備します。
　工事は、令和３年度から令和５年度までの３カ
年で行う計画です。
　整備した宅地10区画を令和４年の秋頃に販売す
る予定です。
【令和４年度の工事内容】
○公園整備工事
　メモリアル広場造成（砂利まで）、植樹など
○アクセス道路新設工事
　文京３号通り　224ｍ（路盤工87ｍ、舗装工224ｍ）
　文京２条中通り 41ｍ（舗装工）
　文京１条通り　253ｍ（歩道造成　幅員2.0ｍ）
○下水道新設工事
　造成宅地の下水道整備

＜財源内訳＞
国の補助金	 4320万円
札沼線跡地整備基金	 822万円
町の負担	 6583万円

アクセス道路

空知中央病院文京団地

小学校グラウンド

メモリアル広場

園路

園路

宅地造成

歩道造成

宅地造成

【線路施設】 通信ケーブル

電柱
砂利

レール

枕木

旧新十津川駅旧下徳富駅旧南下徳富駅

花月地区　Ｒ４～Ｒ５実施 弥生・文京地区　Ｒ３～Ｒ４実施

鉄道施設の撤去　全８㎞
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１　住みやすい暮らしがある

〈令和４年度　予算〉

１

公共下水道の整備・維持管理	 4億9867万円

公営住宅の建設・維持管理	 5816万円

（担当：住民課住民活動グループ）

（担当：住民課住民活動グループ）

　下水道管やポンプ場など公共下水道施設の管理を行うほか、石狩川流域下水道施設の運営費を負担しま
す。
　最適な施設管理を行うため、汚水管

か ん

渠
き ょ

内のカメラ調査を実施します。
　また、下水道事業の健全かつ安定的な事業経営を図るため、これまでの「官庁会計」から、経営の視点
を重視する「公営企業会計」に移行する準備を進めます。

○建設
　公営住宅等長寿命化計画に基づき、さくら団地の建て替えを実施します。期間は、令和３年度から令和
８年度までの６年間で調査、設計、建設を行います。令和４年度は、実施設計を行います。
　さくら団地の建て替えと併せて、その周辺の道路、緑地帯、町保育園駐車場の整備、そして町有地造成
による宅地販売で一帯的な開発行為を行っていき、橋本地区の開発を図っていきます。
○維持管理
　公営住宅366戸の管理を行います。
　また、平成29年度に見直した公営住宅等長寿命化計画に基づき、あじさい団地（２棟８戸）の屋根の張
り替えと外壁塗装の工事を行います。

みどり中継ポンプ場
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１　住みやすい暮らしがある

１

町道踏切部分の改修	 3050万円
（担当：建設課土木グループ）

　ＪＲ札沼線（北海道医療大学－新十津川間）の廃線に伴い、令和２年度から令和５年度までの４年計画
で南４号線から南17号線までの合計14カ所の踏切の道路改修を行います。令和３年度までに４カ所の道路
改修を終え、踏切施設の撤去や段差の解消、道路勾配を修正し、見通しの良い安全な道路となりました。

【道路工事】
①南６号線
　工事内容：道路改良舗装　　延長：131ｍ　
　幅　　員：車道7.0ｍ
②南７号線
　工事内容：道路改良舗装　　延長：50ｍ
　幅　　員：車道7.0ｍ
③南８号線
　工事内容：道路改良舗装　　延長：40ｍ
　幅　　員：車道5.5ｍ
④南９号線
　工事内容：道路改良舗装　　延長：40ｍ
　幅　　員：車道8.0ｍ

南４号線踏切の改修前と後

町道の改修	 4400万円
（担当：建設課土木グループ）

　町道の舗装が古くなると、ひび割れ、わだち掘
れ、凸凹などにより走行の安全性が損なわれます。
　このような傷んだ町道を改修し、走行しやすい
安全な町道を維持します。

【道路工事】
⑤北中央２条中通り外道路改築工事

工事路線：北中央２条中通り、
北中央３号南通り

工事内容：舗装打ち替え、縁石取り替え（全低下）
延　　長：314ｍ
幅　　員：車道5.5ｍ＋歩道1.25ｍ×2（両側）

＜財源内訳＞
国の補助金	 1963万円
札沼線跡地整備基金	 67万円
町の負担	 1020万円

橋りょう修繕の実施	 5750万円
（担当：建設課土木グループ）

　町が管理する135カ所に架かっている橋は、適
切な時期に修繕を行うことで、長期間安全に使用
することができます。
　令和４年度は、補修工事や点検のほか、平成25
年度に策定した橋りょう長寿命化修繕計画の更新
を行い、計画的な修繕を進めていきます。
【橋りょう工事】
⑥恵水橋補修工事（令和２年～４年度）

橋長：66.4ｍ、幅員：4.0ｍ
工事内容：支承・伸縮装置補修

【橋りょう点検業務】
　業務内容：39橋の定期点検

＜財源内訳＞
国の補助金	 2954万円
雨竜町の負担	 3万円
町の負担	 2793万円

改修後

改修前

改修後の団地内道路（菊水区）
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１　住みやすい暮らしがある

〈令和４年度　予算〉

１
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１　住みやすい暮らしがある

１

光インターネットサービス加入費用の助成	 200万円
（担当：総務課財務・情報グループ）

　これまで農村地域の大部分では、光イン
ターネットサービスを利用することができま
せんでした。インターネットが生活に欠くこ
とのできないものとなった現代において、こ
のような地域差があることは望ましくないた
め、町が費用の一部を負担することで、ＮＴ
Ｔ東日本が令和２年度から３年度にかけて、
光インターネットサービスエリアを町内全域
に拡大する工事を行いました。
　町内全域で利用可能となった光インター
ネットサービスの利用促進を図るため、令和
３年度に実施した光インターネットサービス
加入費用の一部助成を、令和４年度も引き続
き実施します。

【助成金額】　１万円（１世帯につき１回まで）
※新規に光インターネットサービスに加入

した方が対象となります。

○参考　光インターネットサービス加入時の一般的な費用
内訳 費用

①初期費用

光ケーブルを家の中に引
き込み、インターネット
に接続するための機器を
設置する工事費

1万9800円
（初回のみ）

②利用料 ・光回線の利用料
・プロバイダーの利用料

5720円～6930円
（月額）

都市整備の推進	 288万円
（担当：建設課都市管理グループ）

　平成14年度策定の都市計画マスタープランは、
おおむね20年先を目標として計画しています。
　令和３年度から令和４年度にかけて見直し作業
を行い、新たな20年先のまちづくりの指針となる
都市計画マスタープランを策定します。
　見直し作業に際しては、町の都市計画審議会を
開催し審議するとともに、広く町民の皆さんの意
見を伺い見直しを進めます。

都市公園の管理	 2265万円
（担当：建設課土木グループ）

　憩いと交流の場として利用されている都市公園
を、安全安心に利用できるようにするため、遊具
の点検補修や園内の草刈り、樹木せん定などを行
います。
　また、花月農村公園のすべり台を更新します。

＜財源内訳＞
ふるさと応援基金	 92万円
パークゴルフ場管理協力金等	 17万円
町の負担	 2156万円

都市計画図

すべり台（こざるとふくろう）
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１　住みやすい暮らしがある

〈令和４年度　予算〉

③　交通環境の充実

１

町道の除排雪	 1億8382万円
（担当：建設課土木グループ）

　冬期間の快適な生活環境を守るため、安全な道
路を確保します。
　町道の除排雪作業は、町が所有する機械15台と
受注業者の機械９台を使って行います。
【早朝除雪】
　午前２時の時点で10㎝以上の降雪や吹きだまり
がある場合に、午前３時から作業を開始します。
【日中除雪】
　降雪状況に応じて郊外の除雪を行います。なお、
市街地は作業に危険が伴うため、翌朝の早朝に除
雪します。

＜財源内訳＞
国の補助金	 999万円
町の負担	 1億7383万円

排雪

地域公共交通の確保	 3127万円
（担当：総務課企画調整グループ）

　路線バスの廃線に伴い、町内の公共交通網を再編して令和４年４月から新しい公共交通の運行が始まり
ました。
　生活に欠かすことのできない町内の交通手段を確保するため、予約制の「乗合ワゴン」や定時定路線運
行を行う「新十津川線」を運行する事業所に運行費用の助成を行います。
　新しい公共交通では町内線が３路線、滝川市と砂川市を結ぶ町外線３路線を運行します。また、遠距離
に住む小中学生が通学するために運行しているスクールバスへの一般利用者の混乗を開始し、新たにス
マートフォンなどで運行車両の現在地がわかるバスロケーションシステムを導入します。
※乗車券の販売：各運行会社窓口、イースト文具商会、
　　　　　　　　役場１階Caféアトリエロカル

早朝除雪
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２　笑顔がつづく健康がある

①　地域福祉の推進

２

得きっずカードの配布	 948万円
（担当：保健福祉課子育て・福祉グループ）

　高校生以下の子どもや、妊婦がいる世帯の生活を支援するために、町内ポイントカード会加盟店で使用
することができる「得きっずカード」を１世帯に１枚配布します。
　お買い物の際に「得きっずカード」を提示すると、実質10％のポイントがたまります。たまったポイン
トは、１ポイント１円として使用できます。
対　　　　　　　　象 高校生以下の子どもまたは妊婦のいる世帯
カ ー ド の 有 効 期 限 対象要件を満たさなくなるまで
ポ イ ン ト 付 与 率 10％（うち、町の割り増し分は９％）
割増ポイントの付与日 偶数月の下旬

割増ポイント付与上限
子ども１人世帯 ２万2500円分
子ども２人世帯 ２万2700円分
子ども３人以上の世帯 ３万1500円分

＜財源内訳＞
子ども夢基金　948万円

笑顔がつづく健康がある笑顔がつづく健康がある
２

掲載している事業以外の内容は、町ホームページで
お知らせしています。

ＱＲコードからリンク→
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２　笑顔がつづく健康がある

〈令和４年度　予算〉

２

子育て支援センターの運営	 847万円
（担当：保健福祉課子育て・福祉グループ）

　子育て支援センターは、親子で楽しめる季節に
合わせた行事や、保護者がリフレッシュできるイ
ベントを開催しています。
　また、保護者同士の仲間づくりができるようサ
ポートを行います。
　令和４年度は、室内遊具を更新します。
　コミュニケーションアプリ「ＬＩＮＥ」でイベ
ント情報の発信や行事の申し込み受け付けを行っ
ていますので、ご利用ください。

＜財源内訳＞
国の補助金	 252万円
道の補助金	 252万円
利用者の負担	 1万円
町の負担	 342万円

児童館の運営	 1037万円
（担当：保健福祉課子育て・福祉グループ）

　児童館は、主に小・中学生が楽しく安全に遊べ
る施設です。
　放課後の楽しい遊びや、季節のイベントをとお
して、友達づくり、能力の発達をサポートします。
　また、発達障がいや発達遅延が心配される児童
に対し、健全な育成を行うことができるよう子育
て支援アドバイザーを配置しています。

＜財源内訳＞
参加者の負担金	 1万円
町の負担	 1036万円

放課後児童クラブの運営	 971万円
（担当：保健福祉課子育て・福祉グループ）

　放課後児童クラブは、就労などにより昼間家庭に保護者がいない児童を対象に、児童館２階で児童の受
け入れを行っています。職員が見守りながら子どもたちに生活の場を提供し、健全育成を図っています。
　利用は事前登録制で、就労証明書などの提出が必要です。登録した方は、利用の有無にかかわらず月額
1500円の利用料がかかります。

＜財源内訳＞
国の補助金	 192万円
道の補助金	 192万円
利用者の負担金	 72万円
町の負担	 515万円
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２　笑顔がつづく健康がある

２

保育園の管理運営と病後児保育	 1億2348万円

誕生記念品のプレゼント	 185万円

幼児教育の無償化	 5506万円

高校生までの医療費無料化	 2055万円

（担当：保健福祉課子育て・福祉グループ）

（担当：保健福祉課子育て・福祉グループ）

（担当：保健福祉課子育て・福祉グループ）

（担当：住民課戸籍保険グループ）

○保育園の管理運営
　指定管理者（華園学園）に委託して保育園を運
営しています。令和４年度は、園児が有意義な屋
外活動ができるよう屋外遊具を新たに設置するほ
か、老朽化した屋内遊具の更新を行います。
○病後児保育（滝川市と連携）
　滝川中央保育所にある専用室（病後児保育室）
で、新十津川保育園に在園する児童の病気回復期
の保育を行います。

＜財源内訳＞
保護者の負担	 243万円
子ども夢基金	 1122万円
町の負担	 1億983万円

　子どもの誕生を記念し、母村・十津川村産のヒ
ノキを使用したおもちゃ（つみきセット、アニマ
ルカー、ままごとセットから１点選択）をプレゼ
ントします。
　また、１歳の誕生日には、キッズチェア（誕生
日と名前の刻印入り）をプレゼントします。

　令和元年10月から幼稚園、保育所、認定こども
園などを利用する３～５歳児と、住民税非課税世
帯の０～２歳児の保育料を無償としました（バス
の送迎費用や主食費などは、無償化の対象外）。
　これに加え、町は副食費を月額4500円まで助成
します。

【対象】
・３～５歳児
・住民税非課税世帯の２歳児以下
【その他】
・無償化には、申請の手続きが必要となる場合が

あります（一時預かり、認可外保育園など）

＜財源内訳＞
国の補助金	 2577万円
道の補助金	 1332万円
子ども夢基金	 264万円
町の負担	 1333万円

　北海道では、子育て世帯の経済的負担を軽減す
るため、就学前児童の入院・通院と小学生の入院
を対象とする医療費を助成しています。
　町では、助成内容を独自に拡大し、高校生まで
の医療費（保険診療分）を全額助成します。

＜財源内訳＞
道の補助金	 268万円
高額療養費保険者負担	 23万円
子ども夢基金	 1764万円

アニマルカー

ままごとセット

つみきセット

キッズチェア
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２　笑顔がつづく健康がある

〈令和４年度　予算〉

２

高齢者世帯などの除雪支援	 1035万円
（担当：保健福祉課子育て・福祉グループ）

　高齢者世帯などの冬期間の除雪作業の支援をす
るため、除雪費用を助成します。
○高齢者世帯などへの除雪費の助成
　世帯全員が70歳以上もしくは18歳未満で、かつ
町民税所得割が非課税の世帯に対し、居住する住
宅の間口除雪や屋根の雪下ろしを業者に委託した
場合、費用の半分を助成します（助成上限５万円）。
対象の年齢でない方でも障がいの区分によって、
対象となる場合があります。
○高齢者世帯の避難経路確保
　高齢者や障がい者世帯の冬期間の緊急避難路を
確保するため、11月～３月の期間、一定の積雪が
あった際に、玄関から道路までの人が通ることが
できる程度の幅の通路を月額２千円で除雪します。
　また、希望があれば１回750円でベランダや窓
（家の中で１カ所）を月に２回まで除雪します。

介護予防活動の推進	 1152万円
（担当：保健福祉課子育て・福祉グループ）

　高齢者が地域で積極的に介護予防の活動をする
ことを支援します。
　毎週、各行政区会館で「すまいるあっぷ」を開
催し、参加者の介護予防の場とともに、介護予防
サポーターの活動の場を提供します。
　また、通いの場を活用してリハビリ専門職によ
り指導を受ける「地域リハビリテーション活動支
援事業」、各種団体への介護予防の普及啓発のた
めの講座の開催により、介護予防を推進します。
＜財源内訳＞

空知中部広域連合からの負担金　1152万円

在宅生活支援用品購入の助成	 52万円
（担当：保健福祉課子育て・福祉グループ）

　福祉用具などの購入費用の一部を助成し、高齢
者や障がい者、その支援者の負担を軽減します。

【助成対象福祉用品など】
　・セラピー人形
　・階段昇降機
　・電動起立補助座椅子
　・電話防犯機器

セラピー人形 電話防犯機器

＜財源内訳＞
利用者の負担	 31万円
町の負担	 1004万円



24 〈令和４年度　予算〉

２　笑顔がつづく健康がある

②　健康づくりの推進

２

健康づくり対策	 496万円
（担当：保健福祉課健康推進グループ）

　「健康プラン新十津川」（町健康増進計画）に基づき、町民の皆さんが健康づくりに常に関心を持ち、
自ら健康増進に取り組んでいただけるよう、健康づくり対策を実施します。
　また、食の推進事業として糖尿病性腎症重症化予防対策や減塩対策などを重点に、食生活改善の意識向
上を図るための活動を推進します。

事業名 主な取組内容
減塩対策 減塩の普及啓発

健康度測定 自動血圧計の貸し出し、血圧手帳の配布、
健康機器による健康度測定

健康ポイントの活用 健診の結果説明を受けた方、健診後に努力
して成果を挙げた方にポイントを付与

糖尿病性腎症重症化
予防対策

人工透析を予防するため、訪問栄養指導を
実施

＜財源内訳＞
保険者の補助金	 48万円
町の負担	 448万円

障がい福祉サービス	 2億8660万円
（担当：保健福祉課子育て・福祉グループ）

　障がいのある方が安心して暮らせるよう適切な
サービスを提供します。

【主なサービスの内容】
・家事援助や身体介護などを行うサービス
・施設などで昼間の活動を支援するサービス
・住まいの場を提供するサービス
・就労の場を提供するサービス
・療育が必要な子どもへのサービス

＜財源内訳＞
国の補助金	 1億4210万円
道の補助金	 7105万円
町の負担	 7345万円

障がいのある方への生活支援	 1271万円
（担当：保健福祉課子育て・福祉グループ）

　障がいのある方が、地域で自立した日常生活や
社会生活を送れるよう支援します。

【主なサービスの内容】
・専門知識を持つ相談員による相談
・外出時の移動の支援
・一時的な見守り支援
・紙おむつや蓄尿袋などの日常生活に必要な用具

の給付
・創作活動・生産活動の機会の提供

＜財源内訳＞
国の補助金	 255万円
道の補助金	 221万円
町の負担	 795万円
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２　笑顔がつづく健康がある

〈令和４年度　予算〉

２

乳幼児健康診査・相談	 247万円

子育て世代包括支援センターの運営	 3万円

妊娠・出産への支援	 613万円

子ども法定予防接種	 2535万円

（担当：保健福祉課健康推進グループ）

（担当：保健福祉課健康推進グループ）

（担当：保健福祉課健康推進グループ）

（担当：保健福祉課健康推進グループ）

　乳幼児の健全な成長発達を支援するため、新生
児聴覚検査（初回検査・確認検査）費用の全額助成、
乳幼児健康診査・健康相談、歯科保健事業（フッ
素塗布やむし歯予防教室）を実施します。
　新たに、弱視の早期発見のために、３歳児健診
で屈折検査を行います。

＜財源内訳＞
国の補助金	 77万円
道の補助金など	 41万円
ふるさと応援基金	 129万円

　妊娠期から子育て期を安心して過ごせるよう、
保健師・栄養士が妊娠・出産・子育てなどのさま
ざまな悩みや相談に応じます。
　また、医療機関や子育て機関などと連携しなが
ら、切れ目のないサポートを行います。

＜財源内訳＞
国の補助金	 １万円
道の補助金	 １万円
町の負担	 １万円

　妊娠の届け出をされた方に、妊婦一般健康診査
費と超音波検査費各14回分を助成します。産婦健
康診査費は、２回分まで助成します。
　ゆめりあでは、妊娠中の健康や栄養などについ
て、保健師と栄養士が相談を行います。
　また、不妊治療をされている方への経済的支援
についても引き続き行います。

＜財源内訳＞
子ども夢基金	 516万円
町の負担	 97万円

　子どもの法定予防接種を指定医療機関で接種し
た場合、接種費用を必要な接種回数分、全額助成
します。
　令和４年度からは、子宮頸がんワクチンの接種
勧奨が再開することから、併せて平成９年度～平
成17年度生まれの女子（勧奨差し控え期間）の接
種についても、全額助成します。
　また、骨髄移植などの医療行為により過去に
行った予防接種で得た免疫が消失した20歳未満の
方に、予防接種費用を助成します。

＜財源内訳＞
ふるさと応援基金	 2535万円
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２　笑顔がつづく健康がある

２

新型コロナウイルス予防接種	 3873万円
（担当：保健福祉課健康推進グループ）

　新型コロナウイルス感染症の予防のため、ワクチン接種を実施します。
○接種券の配布
　ワクチン接種が無料で受けられる接種券を対象年齢区分ごとに順次送付します。接種は、町内の医療機
関などで受けられます。
○予防接種体制の整備
　事業実施のための人員確保やワクチン管理・保管のための物品の調達を行います。
○ワクチン接種証明書の発行
　電子版接種証明書を交付するためのデータベースの管理を行います。また、紙媒体での交付を希望する
方へは、随時証明書を発行します。

＜財源内訳＞
国の補助金	 3788万円
町の負担	 85万円

風しん予防対策	 243万円インフルエンザ予防接種の助成	 895万円
（担当：保健福祉課健康推進グループ）（担当：保健福祉課健康推進グループ）

　昭和37年４月２日～昭和54年４月１日に生まれ
た男性を対象に、風しんの抗体検査と予防接種の
全額助成を行います。
　令和３年度で終了の予定でしたが、令和６年度
まで３年間延長しました。抗体検査など未実施の
方へは、抗体検査と予防接種の無料クーポン券を
改めて送付します。
　なお、予防接種を実施する際には、事前に必ず
抗体検査を行う必要があり、検査で十分な抗体価
が確認された方は、予防接種の対象外となります。

＜財源内訳＞
国の補助金	 71万円
町の負担	 172万円

　インフルエンザ予防接種を指定医療機関で接種
した場合、妊婦、中学生以下の方の接種費用を必
要な接種回数分、全額助成します。
　また、65歳以上の高齢者は、１人当たり一律
1000円の自己負担額で接種できるよう助成を行っ
ています。

＜財源内訳＞
保険者の補助金	 109万円
町の負担	 786万円
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２　笑顔がつづく健康がある

〈令和４年度　予算〉

③　医療環境の充実

２

がん検診・ピロリ菌検査	 842万円
（担当：保健福祉課健康推進グループ）

　ワンコイン（500円）検診を継続し、すべてのがん検診を500円として自己負担を軽減します。また、町
独自に30歳代女性の乳がん検診とピロリ菌検査を実施します。
　令和４年度は、これまで秋の集団健診で実施していた子宮頸がん、卵巣超音波検査、乳がん検診を春の
集団健診で実施します。
【検診の種類】

検診名 内容 対象者
胃がん バリウム検査 30歳以上
肺がん 胸部レントゲン検査 30歳以上

大腸がん 便検査（潜血反応） 30歳以上
前立腺がん 血液検査 50歳以上の男性
子宮頸がん 子宮頸部細胞診 20歳以上の女性（２年に１度）

卵巣超音波検査 卵巣エコー検査 子宮頸がん検診受診者

乳がん マンモグラフィー検査
（30歳代はエコー検査も実施） 30歳以上の女性（２年に１度）

ピロリ菌検査 血液検査 20歳以上の未検査者
＜財源内訳＞

保険者の補助金	 13万円
受診者負担金	 115万円
町の負担	 714万円

後期高齢者医療保険の運営	 2億5380万円
（担当：住民課戸籍保険グループ）

　75歳以上の方と、65歳から74歳で一定の障がい
のある方が加入する後期高齢者医療制度は、道内
全ての市町村が加入する北海道後期高齢者医療広
域連合が保険者として運営しています。
　町は、保険証の発行や医療給付に関する申請の
受け付け、保険料の徴収などを担当し、町で収納
した保険料、事務費、医療費負担金などを運営費
として北海道後期高齢者医療広域連合に支払いま
す。

＜財源内訳＞
道の補助金	 2502万円
加入者の保険料	 9501万円
過年度保険料の還付	 10万円
町の負担	 1億3367万円

国民健康保険の運営	 2億7464万円
（担当：住民課戸籍保険グループ）

　国民健康保険は、北海道と本町を含む１市５町
で組織する空知中部広域連合が共同で運営してい
ます。
　保険運営を行う北海道や広域連合へ支出する負
担金や保険税の収納、保険税審議会の開催など保
険事業を安定的に運営します。
　医療費を削減するため、国保加入者の40歳～74
歳を対象とした特定健診の個人負担を無料としま
す。

＜財源内訳＞
国の補助金	 2421万円
道の補助金	 3385万円
加入者の保険税	1億7729万円
基金運用収入	 35万円
町の負担	 3894万円



28 〈令和４年度　予算〉

３　活気あふれる産業がある

①　農林業の振興

３

　令和３年から２年間で「高品質・良食味米生産プロジェクト」に取り組んでいます。
　このプロジェクトは、きめ細かな水管理を行うため自動給水装置をスマートフォンで遠隔操作する水管
理の超省力化と、理想的な水管理を実現できるソフトウェアの活用や前年圃

ほじょう

場データに基づき肥料散布量
を自動調整する「可変施

せ

肥
ひ

」を実施し、その結果を食味収量コンバインでデータ収集し、分析をしています。
　本町の農業の最大の魅力である「おいしい米づくり」をデータに基づき実践できるようリモートセンシ
ングや営農管理システムの研修会も開催し、町内農家や農業関係団体に情報発信をします。
　農業の魅力を小中学生に知ってもらうため、スマート農業授業も実施します。

高品質・良食味米生産プロジェクト	 171万円
（担当：産業振興課農林畜産グループ）

スマート農業授業 水管理現地研修会

活気あふれる産業がある活気あふれる産業がある
３

掲載している事業以外の内容は、町ホームページで
お知らせしています。

ＱＲコードからリンク→
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３　活気あふれる産業がある

〈令和４年度　予算〉

３

　高齢化や労働力不足による農家１戸当たりの農地面積の拡大に対応するためには、農作業の省力化・効
率化が欠かせません。こうした中、最先端技術を活用した「スマート農業」が注目を集めています。
　町は、スマート農業の推進を図るため、農作業の省力化につながる「ＧＰＳ直進アシスト機能付き田植
機」、「農薬散布用ドローン」、「自動操舵システム」の購入費用の一部を補助します（令和４年度が最終年
度です）。

町補助開始 導入実績（普及率） 補助額
ＧＰＳ直進アシスト
機能付き田植機 Ｈ30 63台（24％） ポット：30万円

マット：20万円
農薬散布用ドローン Ｒ１ 72台（38％） ３割（上限50万円）
自動操舵システム Ｒ３ ９台（４％） ３割（上限50万円）

スマート農業機械の購入助成	 1750万円
（担当：産業振興課農林畜産グループ）

ＧＰＳ機能付き田植機 農薬散布用ドローン 自動操舵システム

農産物などのＰＲ推進	 100万円
（担当：産業振興課農林畜産グループ）

　新十津川町の農産物やお米シロップなどの特産
品のＰＲして取り組みます。
　札幌市で農産物直売の開催や、道庁赤れんが前
で開催されるフェスタへ参加するほか、町内およ
び近隣市町へのＰＲのため、令和４年度から役場
前での農産物直売を開催します。
　また、開催時にはチラシを作成し配布するなど、
広く町のＰＲを行います。

農業者への緊急支援	 693万円
（担当：産業振興課農林畜産グループ）

　令和４年産水稲を作付けする農業者の生産意欲
向上のため、水稲種もみ１袋（20㎏）につき1100
円を助成します。
　また、農業所得の減収を補う緊急融資制度によ
り借り入れした農業者に対し、資金に係る利子の
一部を助成します。

【水稲種籾購入費助成事業】	 660万円
【農業経営緊急支援資金利子助成金】	 33万円

札幌での農産物直売
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３　活気あふれる産業がある

３

有害鳥獣の駆除	 822万円
（担当：産業振興課農林畜産グループ）

○エゾシカ対策
　エゾシカによる農業被害を防止するため、猟友会に有害鳥獣駆除を委託するとともに、くくりわなの貸
し出しを行います。また、捕獲の新たな担い手対策として、猟銃の狩猟免許、所持許可および物品など取
得費用の助成のほか、わな免許の取得助成や電気止めさし取得費用の助成、くくりわな研修会を行います。

○アライグマ対策
　町のアライグマ生息数は、これまでの対策により減少傾向となりましたが、引き続き生息数を減少させ
るためには捕獲対策を継続する必要があることから、捕獲報奨金の支給（３～６月の重点捕獲期間は2000円、
その他の月は1600円）や箱わなの貸し出しを引き続き行います。
　また、研究機関の協力により生息調査から得られた成果や捕獲体制について、道への協力を通じ町の取
り組みが広く普及するよう進めます。

＜財源内訳＞
道の補助金など	301万円
町の負担	 521万円

アライグマの搬入圃場に現れたエゾシカ

熱供給センターの運営	 3001万円
（担当：産業振興課農林畜産グループ）

　ふるさと公園内の熱供給センターに設置した木質バイオマスボイラーを使用し、ホテルグリーンパーク
しんとつかわ、スポーツセンター、温水プールに熱の供給を行います。
　燃料となる木質チップは、町内の森林から搬出された間伐材などを活用し、町内の加工場でチップに加
工されたものを使用します。

＜財源内訳＞
供給先の負担	 750万円
町の負担	 2251万円

チップ加工

チップ搬入 熱供給センター 温泉の熱源にも利用

各施設に熱を供給

バイオマスボイラー
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３　活気あふれる産業がある

〈令和４年度　予算〉

②　商工業の振興

３

森林整備の促進	 1106万円 林道の維持管理	 1348万円
（担当：産業振興課農林畜産グループ） （担当：建設課土木グループ）

　町内の森林整備や伐採した木の運搬費用、運搬
するための作業道を補修する費用の一部などを助
成します。
　費用の一部を助成することにより、森林の整備
を促し、適切な森林環境を保ちます。
　助成の費用は、国から譲与される森林環境譲与
税を活用します。

＜財源内訳＞
森林環境譲与税基金	 1106万円

　町が管理する林道の草刈りや砂利敷きなどの維
持管理を行います。
　また、令和４年度は、崩落により通行止めにし
ている林道泉線（大和区）の復旧工事を行います。

＜財源内訳＞
道の管理協定負担	 48万円
町の負担	 1300万円

中小企業者などへの支援	 8491万円
（担当：産業振興課商工観光グループ）

　中小企業者などを支援するた
め、４つの事業に取り組みます。

１　事業資金保障融資
　運転資金や設備資金などの
事業資金をあっせんし、この
制度による融資への利子補給
を行います。

２　制度資金の利子補給
　町が指定する国や北海道の
融資制度による融資への利子
補給を行います。

【町が指定する融資制度】
⑴日本政策金融公庫

・国民生活事業
・農林水産事業

⑵北海道中小企業総合振興資金
・ライフステージ対応資金
・経済環境変化対応資金
・一般経営資金

３　企業施設設置に対する優遇
　町内で企業施設を新たに設
置または増築や移設をするた
めに投資をした企業や設備投
資をした企業に対し、優遇措
置を行います。
⑴投資に対する優遇措置
　投資額の20％を助成
⑵その他の優遇措置
　・固定資産税の免除
　・設備等賃借料の助成
　・町民雇用に対する賃金等

の助成
４　中小企業者の取り組み支援

　中小企業者が主体的に行う
次の取り組みを支援します。
⑴店舗の新築・改装など
⑵地場産品の開発など
⑶販売促進の取り組み、観光

イベントの実施など

⑷知識や技術修得のための研
修受講など

⑸人材を確保するための新た
な取り組みなど

　 ＮＥＷ‼
⑹経営する事業を後継者に引
き継ぐ取り組みや、後継者
が引き継いだ事業の経営を
継続する取り組みなど

※各助成制度には、対象要件や
補助率、上限の金額および期
間があります。

伐採作業の様子 林道泉線（崩落箇所）

新築助成を受けた加工場
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３　活気あふれる産業がある

③　観光の振興

３

キャンプ村のリニューアル「しんとつかわキャンプフィールド」	 489万円
（担当：産業振興課商工観光グループ）

　令和３年度に改修工事を行った青少年交流キャンプ村が「しんと
つかわキャンプフィールド」としてリニューアルオープンします。
・テントサイトを、車両を駐車できコンセントも使えるオートサイ

トとして11区画整備しました。
・トイレには風除室を設置し、出入口にエアカーテンを設けること

で虫などを入りづらくしたほか、洗面カウンターと便器も更新し、
より衛生的で快適な施設としました。

・炊事棟には、足洗い用の簡易シャワーを新設しました。
・キャンプフィールドの北側に展望デッキを造成しました。

●使用料が変わります

奈良県・十津川村三者協定ＰＲ	 178万円 観光ＰＲの推進	 700万円
（担当：産業振興課商工観光グループ） （担当：産業振興課商工観光グループ）

　奈良県・十津川村・本町の三者協定による特産
品や観光情報のＰＲを行います。
　東京都（新橋）にある奈良県のアンテナショッ
プや十津川村のイベントなどで、ＪＡピンネ、商
工会、振興公社と協力し、町の農特産物をＰＲ、
販売します。
　また、町内では、物産館（くじら館）で奈良県
や十津川村の特産品を取り扱うほか、各イベント
でも十津川村産キノコなどの特産品をＰＲ、販売
します。

○新十津川町応援大使の任命・活動促進
　町応援大使で彫刻家の五十嵐威

た け

暢
の ぶ

さん、歌手の
さだまさしさんに町の魅力を発信していただきま
す。
○名刺台紙の作成
　町をＰＲできる名刺台紙を
新たに４種類作成し、希望者
に無料で提供します。

○とつかわこめぞーによる町のＰＲと観光振興
　各種イベントへの「とつかわこめぞー」の出演
により、町のＰＲ、イメージアップを図ります。

11区画整備したオートサイト

風除室を設置したトイレ棟

三井アウトレットパークでのＰＲ

名刺台紙イメージ

▼令和３年度まで	 （単位　円）
利用者区分

使用施設等 町民 町民
以外

バンガロー
６人用
１棟 3,000 6,000

４人用
１棟 2,000 4,000

テントサイト １張り 700 1,400

▼令和４年度から	 （単位　円）
期間区分

使用施設等 繁忙期 通常期

バンガロー
６人用
１棟 6,000 3,000

４人用
１棟 4,000 2,000

オートサイト １区画 3,000 1,500
○繁忙期…宿泊する日が７月15日から８月15日までの日または、宿泊する日とその翌

日が、いずれも土・日・祝日休みとなる日（通常期は、繁忙期以外の日）



33

３　活気あふれる産業がある

〈令和４年度　予算〉

３

ふるさと公園のリニューアル	 4億3482万円
（担当：産業振興課商工観光グループ）

　ふるさと公園再整備基本計画に基づく、公園のリニューアル
（再整備）事業として、令和３年度から４年度にかけて整備し
ます。
　青少年交流キャンプ村のリニューアル工事に続き、水景施設、
大型ネット遊具、休憩施設などの整備工事を行い、令和５年の
大型連休中のグランドオープンを計画しています。

〈令和４年度の主な整備内容〉
○幼児が遊べるチャプチャプ池や噴水がある水遊び場（水景施設）を

整備します。
○大屋根やトイレがある休憩施設を建設し、その近くにバーベキュー

スペースを設けます。
○テラス状の大屋根を設け、その下にテーブル・椅子などを配置し、

休憩や飲食に適した空間をつくります。
○ウォールクライムや滑り台などがある大型ネット遊具や幼児用の

ネット遊具を設置します。

ふるさと公園の再整備イメージ図

噴水イメージ

大型ネット遊具イメージ
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４　心やすらぐ備えがある

①　消防・救急体制の充実

４
滝川地区広域消防事務組合の運営	 1億7187万円

（担当：総務課総務グループ）
　消防組織の維持・充実のため、滝川市、芦別市、赤平市、雨竜町とともに滝川地区広域消防事務組合（一
部事務組合）を設置し、その運営経費を各市町で負担します。
　主な支出は、消防職員の人件費、消防署庁舎の維持管理経費、消防団の運営費、消火栓などの消防施設
の整備更新費、消防車両の維持管理経費、救急資機材の購入費などです。
　令和４年度は、６月26日に消防団の中空知分会連合消防演習を行う予定です。

消防出初式 消防庁舎と緊急車両

心やすらぐ備えがある心やすらぐ備えがある
４

掲載している事業以外の内容は、町ホームページで
お知らせしています。

ＱＲコードからリンク→
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４　心やすらぐ備えがある

〈令和４年度　予算〉

②　防災体制の充実

４
河川の維持管理	 3505万円防災無線の管理	 169万円

（担当：建設課土木グループ）（担当：災害対策事務局）
　町が管理する河川の維持管理を行います。
　老朽化した学園１号排水路の改修のほか、洪水
被害の軽減を図るため、墓地谷川（花月区）と弥
生川（弥生区）の土砂上げやヌタップ川（徳富区）
の樹木伐採を行います。

＜財源内訳＞
道の補助金	 1104万円
河川占用者の負担金	 ５万円
町の負担	 2396万円

　地震や集中豪雨などの自然災害の情報や一般行
政情報など生活に密着した情報を迅速かつ正確に
お知らせすることを目的として防災行政無線を全
戸に貸し付けしています。
　また、屋外拡声器の整備を行い、ミサイルの接
近などによって流れるJ-ALERT装置の保守点検
を行います。

戸別受信機 河川の土砂上げ

ダンボールベッド作成訓練（平成30年開催）

防災ガイドブック（平成30年２月作成）

地域防災力の強化	 260万円
（担当：災害対策事務局）

○新型総合防災訓練の開催
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和３年に開催
を中止した３年おきに開催している町民対象の総合防災訓練
を開催します。
　地域住民の防災意識の高揚を図り、自助・共助・公助によ
る総合的な地域防災力を高めることが目的です。
　スポーツセンターにおいて、各行政区からの移送訓練のほ
か、感染症対策を講じた避難所開設、運営訓練などを予定し
ています。

【日　　時】令和４年８月28日㈰
　　　　　　午前８時～午後１時の予定
【会　　場】スポーツセンター
【参加方法】７月に各行政区に参加を依頼します。

○防災ガイドマップの更新
　災害対策基本法の改正に伴う警戒レベルの変更に併せて、
平成30年２月に作成した防災ハザードマップを更新し、全戸
に配布します。



36 〈令和４年度　予算〉

４　心やすらぐ備えがある

４
排水機場の管理	 4034万円

（担当：建設課土木グループ）
　大雨による石狩川の水位上昇により、中小河川の水が石狩川に流れないときに、大型排水ポンプで強制
的に排水する施設が町内に７カ所あります。
　万一の大雨に備え、いつでも迅速に排水できるよう、水防団による水防訓練を行っています。
　水防団員への報酬、排水機場の点検整備などのほか、機能診断結果から改修が必要である３カ所の排水
機場の老朽化したポンプや監視操作盤などの施設を計画的に改修しています。

＜財源内訳＞
国の補助金	 200万円
道の補助金	 2081万円
浦臼町の負担	 248万円
町の負担	 1505万円

【救急排水場・排水機場位置図】

排水ポンプ設置訓練

住宅の耐震化などの助成	 515万円
（担当：建設課都市管理グループ）

　地震に強いまちづくりを推進し、安全で安心な生活を確保するため、昭和56年５月31日以前に着工され
た住宅の耐震診断、耐震改修工事、解体工事を行う場合に、助成金を交付します。
　地震に強いまちづくりの推進には、自宅の耐震性を知ることが重要と考え、今年度から助成内容をリ
ニューアルして事業を継続します。耐震診断などをお考えの方は、ぜひご利用ください。
○助成期間　令和９年３月31日まで
○対象工事と助成金額（下線部分は、令和４年度から内容を変更しています。）

区　分 対　象 助　成　額

耐震診断 昭和56年５月31日以前に着工された住宅 診断費用の３分の２（最大15万円まで）

耐震改修
工　　事

・昭和56年５月31日以前に着工された住宅
・耐震基準を満たさない住宅 工事費の５分の１（最大100万円まで）

解体工事 ・昭和56年５月31日以前に着工された住宅
・50万円以上の住宅解体工事

工事費の５分の１
（町内事業者施工：最大30万円まで）
（町外事業者施工：最大20万円まで）

○対象要件　交付申請をする年度の末日までに工事が完了すること
○対 象 者　町内に住宅を所有している方（解体工事は管理者を含む）
○対象住宅　昭和56年５月31日以前に着工された住宅

＜財源内訳＞
国の補助金	 22万円
道の補助金	 45万円
町の負担	 448万円
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４　心やすらぐ備えがある

〈令和４年度　予算〉

③　生活安全体制の充実

４

消費生活トラブルの解決	 221万円交通事故発生防止の支援	 40万円
（担当：住民課住民活動グループ）（担当：住民課住民活動グループ）

　消費生活トラブルの相談窓口を設け、皆さんか
らの相談に応じ、解決策を提案します。
　また、契約トラブルや振り込め詐欺、インター
ネット利用の架空請求など複雑なトラブルに関す
る相談に速やかに対応するため、滝川地方消費者
センターに相談業務を委託します。

【相談窓口】
名称 電話

役場住民課 76－2130

滝川地方消費者センター 23－4778

＜財源内訳＞
道の負担	 88万円
町の負担	 133万円

　町内に住む65歳以上の方を対象に、所有する自
家用車にアクセルとブレーキペダルの踏み間違い
を防止する「後付け急発進抑制装置」の購入と設
置に要する費用の２分の１（上限２万円）を助成
します。

安全・安心推進協会の支援	 116万円
（担当：住民課住民活動グループ）

　町内の交通安全や防犯のために活動する安全・安心推進協会へ助成します。
　交通事故の防止や窃盗などの犯罪撲滅には、地域住民が一丸となった自主的な取り組みが不可欠です。
　安全・安心推進協会は、交通安全運動や青色回転灯車両22台による防犯パトロール活動を行います。



38 〈令和４年度　予算〉

５　未来を叶える学びがある

①　学校教育の充実

５
（担当：教育委員会学校教育グループ）

　町内に住所を有し、遠距離の高等学校などへ通学する生徒の通学費を一部助成し、子どもの教育の経済
的な負担を軽減します。助成内容は通学費の２分の１（条件：定期券購入費月額１万円以上、助成上限月
額：２万円）を助成します。

Ａ高校の場合：5000円を助成（助成対象経費10000円）
Ｂ高校の場合：6000円を助成（助成対象経費12000円）
Ｃ高校の場合：助成対象外　（助成対象経費10000円未満のため）

高校などの遠距離通学費の助成	 251万円

未来を叶える学びがある未来を叶える学びがある
５

掲載している事業以外の内容は、町ホームページで
お知らせしています。

ＱＲコードからリンク→
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５　未来を叶える学びがある

〈令和４年度　予算〉

５

外国語教育の充実	 820万円
（担当：教育委員会学校教育グループ）

　児童・生徒に英語力の向上を支援し、異文化の
理解やコミュニケーション能力を高めるため小・
中学校に外国語指導助手（ＡＬＴ）を２人を配置
し、全ての英語授業に参加します。
　また、町民対象の英会話教室や、ふるさと学園
大学で異なる文化や国際性を学ぶ講座を開催しま
す。

小・中学校教育の推進	 3956万円
（担当：教育委員会学校教育グループ）

　確かな学力の育成を目指すため、小・中学校に
町独自で専任講師や学習支援サポーターを配置
し、きめ細かな学習指導体制を継続します。
　ＩＣＴ機器（タブレット端末）の特性や利点を
活用した授業や家庭での取り組みを進め、中学校
では、オンラインＡＩドリルを導入します。
　小・中学校では漢字検定、中学校では英語検定
受験費用を全額助成します。
　学校教材では、小学校は顕微鏡テレビ装置を整
備します。

小・中学校の施設整備	 8848万円
（担当：教育委員会学校教育グループ）

　小・中学校の設備を改修し、快適な環境整備を
図ります。
◯小学校へのエアコンの整備
　夏季の熱中症対策を行うことにより、児童が集
中して快適に学べる環境を提供するため、教室、
保健室などにエアコンを整備します。
◯中学校体育館のトイレの改修
　災害時の避難所である中学校体育館のトイレを
全面改修します。
・便器の洋式化
・多目的トイレ、洗面台、更衣室の整備
・屋外出入口の設置

学校給食の提供	 8562万円
（担当：学校給食センター）

　町内で作られる加工品や生鮮野菜を使用した安
全安心な献立を町立学校、幼稚園、農業高校、雨
竜町の小・中学校に提供します。今年度から新た
に、酒米粉で作ったお米シロップを調味料に活用
した献立を提供します。
　また、子育て支援の一環として、町内の小・中
学校に就学する児童生徒の給食費は１食当たり50
円を支援し、第３子以降の給食費を無料にします。

＜財源内訳＞
保護者の負担	 4390万円
雨竜町の負担	 677万円
子ども夢基金	 468万円
町の負担	 3027万円

ＡＬＴのリュ・デリックさん（左）と
モリン・ライアンさん

中学校教室に設置したエアコン



40 〈令和４年度　予算〉

５　未来を叶える学びがある

②　生涯学習の充実

５

学校運営協議会の開催	 77万円
（担当：教育委員会学校教育グループ）

　地域の特色や創造工夫を生かした学校づくりを
推進するため、保護者や地域が学校経営方針や教
育実践などを共有しながら一体となって取り組む
学校運営協議会（コミュニティ・スクール）を開
催します。本町の子どもたちの成長を学校と地域
が一体で支える取り組みについて話し合います。

育英奨学金の貸し付け	 2269万円
（担当：教育委員会学校教育グループ）

　大学、短大、高等専門学校、各種学校等（修業
期間が１年未満のものを除く）の学生や生徒のう
ち、経済的理由により学費の支払いが困難で、健
康で学習意欲のある人に無利子で奨学金を貸し付
けます。

学校 月額 入学金 返済

高校 １万円
以　内

28万円
以　内

５年
以内

短大
専修学校など ４万円

以　内

７年
以内

大学
高等専門学校

10年
以内

※入学前に入学金を貸し付けできるように制度を
改正しています。

※新型コロナウイルス感染症対策の特例として、
大学等の奨学生に対し月額の上限を６万円に増
額をします（令和５年３月31日まで）。

シニア世代の生きがいづくり	 273万円
（担当：教育委員会社会教育グループ）

　60歳以上のシニア世代が、充実した明るい笑顔が満ちあふれ、生きが
いのある生活を送れるように、運動教室や一般教養講座の開催、サーク
ル活動の支援などを行います。

○ふるさと学園大学
　楽しみながら知識や教養を身に付けることができるよう、年間７回の
講義と年に１回の見学旅行を予定しています。講義の際は、送迎バスを
運行します。

○シニアいきいきクラブ
　元気で意欲のあるシニア世代を目指し、新たな生きがいや趣味、仲間
づくりができるように講座を実施します。

○ゆめりあ部会
　陶芸、カラオケ、木工、舞踊、短歌、マージャン、卓球、コーラスの
８部会が月に２～４回程度、ゆめりあで活動しています。自分の趣味に
合わせて入会することができ、複数の部会に加入することも可能です。
　部会の活動日は無料で新公共交通を利用できます。
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５　未来を叶える学びがある

〈令和４年度　予算〉

５

芸術鑑賞	 714万円
（担当：教育委員会社会教育グループ）

　幅広い年代の方が、舞台芸術を身近に感じられるように、鑑賞事業を
開催します。
　ゆめりあホールには、世界的に有名なスタインウェイピアノが常設さ
れています。このピアノを使用したルパンジャズのコンサートを計画し
ています。さらに、庁舎完成と開町132年を記念した本町にゆかりのあ
る音楽家（スリールトリオ）によるコンサートや、和楽器によるコンサー
ト、ＮＨＫラジオ「上方演芸会」の公開録音など、盛りだくさんの鑑賞
事業を提供します。
　また、Ｅテレ「いないいないばあ！」のワンワンによる、歌とダンス
のショーをスポーツセンターで開催し、親子で一緒
に音楽を親しむ機会も用意します。

開催予定月 内　　容

６月 庁舎完成記念ミニコンサート・開
町132年記念室内楽コンサート

８月 ワンワンとあそぼうショー
９月 ルパンジャズライブ2022

10月 ＮＨＫラジオ「上方演芸会」公開
録音

未定 和楽器コンサート
大野雄二＆ルパンティックシックス

（ルパンジャズライブ 2022）

（担当：教育委員会社会教育グループ）
　スポーツを通じて成長していく少年団員への応援、そしてスポーツを通じて健康づくり、体力づくりを
していく町民を応援するために各種事業を実施します。
　少年団への応援は、団体ごとに外部講師を招いて教室などを開催する際に、その費用を負担（上限10万
円）します。
　また、日本ハムファイターズのウォーキング事業を実施し、多くの町民の方が手軽に運動できる機会を
提供するなど、体力づくりを応援します。

スポーツ体験学習の推進	 73万円

外部講師による教室（一輪車サークル） 日本ハムファイターズのウォーキング事業
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５　未来を叶える学びがある

５

ピアノコンクール受賞報告

青少年文化スポーツの推進	 230万円 文化スポーツ大会参加費の助成	 300万円
（担当：教育委員会社会教育グループ） （担当：教育委員会社会教育グループ）

　児童生徒が文化スポーツ活動に取り組む環境づ
くりと、その世帯の負担軽減を目的に、町内の文
化スポーツ少年団（野球・サッカー・剣道・水泳・
卓球・一輪車・バスケットボール・太鼓）へ年間
活動費を助成します。令和４年度から助成金の上
限額を15万円から25万円に引き上げます。
　また、少年団、中学校部活動などのユニフォー
ム購入費の一部を助成します。

　予選を勝ち抜き出場する全道・全国規模の大会
への出場経費を助成します。
　また、小中学生については、母村交流を目的と
した大会や招待を受けて出場する大会への助成を
行い、保護者の負担軽減を図ります。

スポーツ指導者の養成	 10万円 生涯スポーツの推進	 832万円
（担当：教育委員会社会教育グループ） （担当：教育委員会社会教育グループ）

　町民のスポーツ振興を図るため、スポーツの指
導者資格および公認審判員資格を新規に取得する
際に係る登録料を助成します。
　令和４年度から資格取得にかかる受講代および
テキスト代も対象経費として拡充します。

　幼児から高齢者までの全ての年代を対象に、体
力や年齢、好みに応じて、どなたでも参加できる
教室を開催する、新十津川スポーツクラブを支援
しています。
　スポーツ協会が推奨する「１・１運動」（町民
誰もが１日１回スポーツなどの運動を実施し、健
康づくりにつなげる）を展開するため、多くの教
室やプログラムが開催され、町民の皆さんが参加
しやすいようにします。

チアダンスクリニック



43

５　未来を叶える学びがある

〈令和４年度　予算〉

５

そっち岳スキー場の管理運営	 1573万円
（担当：教育委員会社会教育グループ）

　そっち岳スキー場は、初心者向けファミリーゲ
レンデとして、町民だけではなく、近隣市町の皆
さんからも親しまれています。
　リフトや圧雪車の整備などを行い、スキー場を
安全に利用できるよう管理します。

＜財源内訳＞
リフト使用料など	 946万円
町の負担	 627万円

体験学習の推進	 61万円
（担当：教育委員会社会教育グループ）

　望ましい生活習慣や学習習慣の定着に向けて、
通学合宿（対象６年生、３泊４日予定）を実施し
ます。
　保護者から離れ、自分たちで予定を立てて、食
事や通学、自習を集団生活の中で行います。
　また保護者にも「親学セミナー」を実施し、思
春期を迎えた児童への考え方や接し方について、
学びの場を提供します。

（担当：教育委員会社会教育グループ）
　町内の子ども会活動を支援するため、新十津川町子ども会育成者連絡協議会の活動経費を助成します。
　新十津川町子ども会育成者連絡協議会は、各行政区の子ども会の活動を支援しているほか、社会見学や
かるた大会、リーダー研修会など、独自の行事を行っています。
　今年度は、本町で北海道子どもかるた大会空知地区予選会を行います。（令和５年１月予定）

子ども会活動の支援	 98万円

通学合宿

バス遠足全町子ども会かるた大会
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５

はたちを祝う会の開催	 35万円 開拓記念館の管理運営	 234万円
（担当：教育委員会社会教育グループ） （担当：教育委員会社会教育グループ）

　はたちを迎える方の新しい門出をお祝いする、
はたちを祝う会を開催します。
　令和４年４月から民法改正に伴って成年年齢が
18歳に引き下げられたため、新十津川町の成人式
は名称を「はたちを祝う会」に変更します。
　これまでと変わらず、当該年度中に20歳になる
方を対象に式典を開催します。

　本町の歴史を伝える町開拓記念館の管理、運営
を行います。
　昨年度まで休館としていた火曜日を開館し、よ
り多くの方が見学できるようにします。
　また、札沼線北線廃線50周年を迎えるため、当
時の鉄道物品などを展示する特別展を廃線日の６
月18日から開催します。
※開館日（５月～10月）
・火曜日～日曜日　午前10時～午後４時
・金曜日　　　　　午前10時～午後１時
＜財源内訳＞

入館料、本売払	 10万円
町の負担	 224万円

社会教育委員活動事業	 53万円 農村環境改善センターの改修	 2億4655万円
（担当：教育委員会社会教育グループ） （担当：教育委員会社会教育グループ）

　現在の社会教育実施計画が令和４年度までの計
画となっているため、その後５カ年における読書
活動や文化・スポーツ活動の促進と学習機会の提
供などの具体的な事業展開を盛り込んだ「第８期
社会教育実施計画」を策定します。
　この計画は社会教育委員と検討を重ねて策定
し、今後の社会教育の充実を図っていきます。

　令和３年５月から改修している農村環境改善セ
ンターは、今年10月にリニューアルオープンする
予定で工事を進めています。
　改修後は、社会福祉協議会をはじめとする福祉
機能を集約するほか、町民の創作活動の展示エリ
アや町が所蔵する絵画を常設展示するなど文化芸
術を鑑賞する憩いの場を提供します。
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５

図書館の利用促進	 68万円
（担当：図書館）

　児童書、一般書、専門書など町民の皆さんがお探しの本を取りそろえます。子どもを対象とした読み聞
かせ会や大人も楽しめるギャラリー展示など定期的な行事も多彩に開催します。
　地域で実施されている健康教室に図書館職員が訪問し、リクエスト本や新刊本などを貸し出す「高齢者
地域配本サービス事業」は、３カ所（青葉区、花月区、大和区）に拡大し、サービスを実施します。

読書活動の推進	 3180万円 絵本とのふれあい	 27万円
（担当：図書館） （担当：図書館）

　図書館が読書活動の中心的な施設として利用さ
れるよう、児童書から一般書まで幅広く各年代の
傾向や関心に合った図書資料の選書、貸し出しを
行います。
　また、多様化する利用者ニーズへの対応やサー
ビスの向上、更に読書環境を良好に整備するため、
図書館と学校図書館の運営を民間事業者に委託し
ます。

　図書館では、絵本を通じて赤ちゃんと保護者が
ふれあう楽しいひと時を過ごし、健やかな成長の
きっかけとなるよう、３～４カ月児の健康相談時
に一人一人に絵本の読み聞かせを行い絵本２冊と
専用バッグをプレゼントします。
　また、２歳５～６カ月児には、絵本に加えパー
ソナル知育絵本（対象児童が主人公となる世界に
１冊だけの絵本）が選択できます。
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助け合う絆がある

①　住民協働の推進

６

しんとつかわの魅力発信	 242万円
（担当：総務課企画調整グループ）

　新十津川町の魅力を広く発信し、町の知名度を高め、交流・定住人口を増や
していくための取り組みを進めます。

○開町130年記念動画の配布
　130年目のまちの様子や風景などの映像を収録したＤＶＤを作成し、町内全
戸に配布します。
○動画コンテスト優秀作品の公開
　令和元年度から３年間実施した動画コンテストの優秀作品を町のホームペー
ジ、町内観光施設などのほか、バス待合所のサイネージで公開しています。
○シティプロモーション
　交流人口増加のため15秒の魅力発信ＣＭを制作し、北海道のテレビ局から道
民に向けて放映します。
　またイオンモール旭川駅前店のデジタルサイネージ、フリーペーパーSORA、
インスタグラムに定住人口を増やしていくため子育て支援などの広告を掲載し
ます。
○札沼線廃線記念ＤＶＤの販売
　平成30年に作成した「１日１往復　終着駅の物語」に、ラストランの様子を
追加したＤＶＤを販売しています。

助け合う絆がある助け合う絆がある
６

動画コンテスト
優秀作品へのリンク

掲載している事業以外の内容は、町ホームページで
お知らせしています。

ＱＲコードからリンク→
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６

電子情報の発信	 154万円

広報誌の発行	 341万円

（担当：総務課企画調整グループ）

（担当：総務課企画調整グループ）

　さまざまな電子媒体で町の情報を発信します。
　LINEを希望する情報を配信する仕組みに拡充し、利用者が自ら必要とする情報をよりきめ細かく受け
取ることができるようになります。
　また、これまでと同様にホームページや防災行政無線、Twitterなども活用し、町の内外へ情報を発信
します。

　広報しんとつかわを毎月発行します。広報誌を通して、町民の皆さんに町からの情報を伝えていきます。
　また、令和３年度から広報しんとつかわにＡＲ（拡張現実）を導入しています。誌面にＡＲ用のアプリ（コ
コアル）を起動させたスマートフォンなどの端末をかざすことで、広報誌に掲載された写真以外の複数の
写真や動画を閲覧することができます。イベントや町内の風景などのさまざまな場面を掲載しています。

LINE（ごみの分別の自動
応答メッセージ） 防災行政無線

ココアルのダウンロードは
こちらから

LINEの友だち
追加はこちら

Twitterの
フォローはこちら
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６

開町記念式の開催	 54万円
（担当：総務課総務グループ）

　奈良県十津川郷からの団体移住をはじめとし
た、今日までの先人の苦労とその功績に感謝する
とともに、町民一丸となって、より良い町を築き
上げる決意を新たにする場として、６月20日の開
町記念日に合わせて開町記念式を開催します。
　式典では、毎年町民の方々をはじめ、母村十津
川村や本町ゆかりの方々などのご列席をいただい
ています。

行政区活動への支援	 1949万円
（担当：住民課住民活動グループ）

　行政区と連携協力し、住み良い地域づくりを目指します。
　また、行政区の自主的な活動の促進と円滑な運営を支援するため、行政区が提案・実施する活動や行政
区と町が役割と責任を分担しながら行う活動（協働事業）に対して、交付金を助成します。

【行政区が提案、実施する活動】
・防災訓練などの自主防災活動
・交通防犯啓発やお年寄りの見守りなど、地域の安全や安心を推進する活動
・郷土への愛着や伝統を伝える活動（盆踊り、みこし、演芸会など）
・通学路の花植えや花壇の整備などの景観整備活動

【行政区と町との協働事業】
・防犯灯の設置、修繕、電気料の助成
・資源ごみステーションの除雪
・町有地の草刈り
・公園などの管理
・広報しんとつかわの配布

議会だよりの発行	 61万円
（担当：議会事務局）

　議会で決まったことやその成果などを分かりや
すくお知らせする「議会だより」を年４回発行し
ます。
　特集記事で町の課題や議会のあり方などを取り
上げているほか、誌面に掲載しているＱＲコード
をスマートフォンなどから読み取ることで、議会
活動の報告動画を視聴することができます。

盆踊り
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②　健全財政の堅持

６

役場庁舎の建て替え	 7288万円 行政のデジタル化の推進	 436万円
（担当：庁舎建設推進事務局） （担当：総務課財務・情報グループ）

　昨年５月６日から新しい庁舎が供用開始され、
その後、旧庁舎の解体工事や庁舎前面のカバード
ウォーク（屋根付き歩道）工事などを行い、１月
31日から庁舎前駐車場とバス停留所が利用できる
ようになりました。
　役場庁舎の工事は、外構工事の一部が残ってい
ますが、舗装や区画線工事、樹木の植栽工事など、
全ての工事が５月末頃に完了する予定です。

＜財源内訳＞
庁舎建設基金	 868万円
町の負担	 6420万円

　インターネットをはじめとするデジタル技術の
進展や、スマートフォンの急速な普及などにより、
人々の生活様式が大きく変わりつつある中、行政
サービスもデジタル化に対応していく必要があり
ます。
　町では、町民の皆さんに提供する行政サービス
や役場の業務について、デジタル技術を活用して
より便利で効率的に行う方法を検討し、進めてい
きます。

＜財源内訳＞
国の補助金　436万円

ふるさと応援寄附金の推進	 9392万円
（担当：総務課企画調整グループ）

　ふるさと応援寄附金（ふるさと納税）は、ふるさとや応援したい自治体に寄附（納税）ができる制度で
す。町では寄附者に町の特産品を贈呈し、本町のＰＲや産業の振興を進めています。
　寄附金は、子育て支援などのほか、個性豊かな活力あるまちづくりを推進するために活用しています。

【令和３年度寄附実績】（２月末現在）
・寄附人数　2997人
・寄附金額　9496万円

【寄附金の使途】
　駅跡の公園整備

本町の返礼品
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６

総合行政審議会の運営	 161万円

コンビニ収納の導入	 341万円

職員の研修派遣	 322万円

マイナンバーカードの出張申請受け付け	 34万円

（担当：総務課企画調整グループ）

（担当：住民課町税グループ）

（担当：総務課総務グループ）

（担当：住民課戸籍保険グループ）

　協働のまちづくりを進めるため、幅広く皆さん
の意見を行政に反映できるよう、公募委員と有識
者委員で組織する審議会を設置しています。
　審議会では、観光振興計画などの各種計画の審
議や町が進めている事業について町民目線の評価
を行います。
　令和４年11月からは新たな委員（任期２年）を
広報などを通じ、募集します。

　納税者の利便性の向上のため、今まで金融機関
でしか納付できなかった税金や保険料を全国のコ
ンビニで納付できるようにします。
　また、コンビニ用のバーコードを利用して電子
決済（PayPay・LINEPay）で納付ができるよう
に進めます。
　令和５年度からコンビニ収納を利用開始するた
め総合行政システムの改修や準備を行います。

＜財源内訳＞
国の補助金	 341万円

　町職員を対象とした人材育成基本方針に基づ
き、職員の能力向上を図ることを目的として、自
治大学校や市町村職員中央研修所、北海道市町村
職員研修センター、北海道町村会などが主催する
各種研修に派遣します。
　また、外部講師による研修会を開催し、職員全
体のスキルアップを図ります。

＜財源内訳＞
研修受講助成金	 40万円
人づくり推進交付金	 38万円
町の負担	 244万円

　マイナンバーカードの申請受け付けを希望する
事業所や各種団体へ町職員が訪問して、申請に必
要な顔写真の撮影や申請書類の記載の支援を行
い、一括して申請を受け付けます。マイナンバー
カードは、後日、本人限定受け取りの郵便でご自
宅に送付します。

＜財源内訳＞
国の補助金	 34万円
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資
料

①　職員の給与と職員数

資 料 編

人件費の状況（一般会計当初予算）
令和
３年度
Ａ

令和
４年度
Ｂ

増減
（Ｂ－Ａ）
Ｃ

増減率
C／A

令和
４年度の
人件費率

千円 千円 千円 ％ ％
772,268 782,136 9,868 1.28 10.73

職員給与費の状況（一般会計当初予算）

区分
予算
計上
職員
数Ａ

給　　与　　費 １人当
たりの
給与費
B／A

給　料 手　当 期末・
勤勉手当

計
B

令和
４年度

人 千円 千円 千円 千円 千円
100 382,692 79,216 92,725 554,633 5,546

特別職・議員の給与の状況　　令和４年４月１日現在

区 分 町　長 副町長 教育長

給料月額 784,000円 631,000円 568,000円
期末手当 4.40月分

区 分 議　長 副議長 常任委員長
議会運営委員長 議　員

報酬月額 305,000円 247,000円 228,000円 215,000円
期末手当 4.35月分

ラスパイレス指数の状況
区 分 Ｒ元年 Ｒ２年 Ｒ３年
指 数 値 96.3 96.5 97.0
※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給料を100とし
た場合の地方公務員の給与水準を示した数

一般行政職職員の初任給の状況	 令和４年度
区 分 新十津川町 北海道 国家公務員
大 学 卒 182,200円 182,200円 182,200円
高 校 卒 150,600円 150,600円 150,600円

一般行政職職員の給与の状況	 令和４年４月１日現在
区 分 新十津川町
平 均 給 料 月 額 307,554円
平 均 年 齢 40.5歳

期末・勤勉手当の状況	 令和４年４月１日現在
区　分 期末手当支給率 勤勉手当支給率 計
６月期 1.275月 0.950月 2.225月
12月期 1.275月 0.950月 2.225月
計 2.550月 1.900月 4.450月

部門別職員数	 各年４月１日現在

部　　門
職　員　数（人）

元年 増減 ２年 増減 ３年 増減 ４年

福
祉
関
係
を
除
く
一
般
行
政
部
門

議 会 1 1 2 0 2 0 2
総 務 26 0 26 0 26 ▲1 25
税 務 6 0 6 ▲1 5 0 5
労 働 0 0 0 0 0 0 0
農林水産 11 1 12 0 12 ▲1 11
商 工 7 ▲1 6 ▲2 4 0 4
土 木 10 1 11 1 12 0 12
小 計 61 2 63 ▲2 61 ▲2 59

福
祉
関
係

民 生 12 2 14 ▲2 12 ▲2 10
衛 生 9 ▲1 8 2 10 1 11
小 計 21 1 22 0 22 ▲1 21

一 般 行 政 計 82 3 85 ▲2 83 ▲3 80

特別
行政

教育部門 13 0 13 0 13 0 13
小 計 13 0 13 0 13 0 13

公
営
企
業
等

下 水 道 1 0 1 0 1 0 1
国 保 2 0 2 0 2 0 2
そ の 他 0 0 0 0 0 0 0
小 計 3 0 3 0 3 0 3

総 合 計 98 3 101 ▲2 99 ▲3 96
※ただし、令和元年は６月１日現在
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②　行政機構図

◇役場庁舎１階

◇新十津川町三役

町　長　　熊　田　義　信 副町長　　小　林　　　透 教育長　　久保田　純　史

保健福祉課　（電話番号　72-2035）	 （　）は兼務職
課　長 主　幹 グループ長 主　査 主事等 主な仕事内容

坂下　佳則

向井　利行
（子育て支援セ
ンター長・児童

館長）

子育て・福祉
グループ
桃井　隆宏

工藤　晃敬
中竹千香子

伊賀　嵩将
木村　　陸

生活保護、民生児童委員、障がい者福祉、介護保険、在宅介護等
手続き、福祉機器・用具、慶弔福祉事業、児童館、放課後児童ク
ラブ、子育て支援センター、保育園、児童手当、児童扶養手当、
母子・寡婦福祉、配偶者暴力対策

空知中部広域連合派遣 一瀬慎太郎

会　計　課　（電話番号　76-3192）	
課　長 主　幹 副主幹 主　査 主事等 主な仕事内容

会計管理者
内田　　充 中澤　優里 公金の収納・支払関係

住　民　課　（電話番号　76-2130）	 （　）は兼務職
課　長 主　幹 グループ長 主　査 主事等 主な仕事内容

長島　史和
（交通安全推進
事務局長）

武田　晃典
（滞納整理推進
事務局長）

（交通安全推進
事務局次長）

戸籍保険
グループ
由野　　格
副主幹

浅田由美子

中鉢　大地
米田　華澄
鈴木　貴也

戸籍、住民票、印鑑証明、火葬の許可、国民健康保険、後期高齢
者医療、子ども・ひとり親・重度心身障害者医療、国民年金、マ
イナンバーカード

町税グループ
津辻　政季
副主幹

原田　貢子

新井　康平
山田ひかる
大竹　勇毅
中澤　幸大

町道民税、法人町民税、固定資産税、軽自動車税、町たばこ税、
特別土地保有税、入湯税、国民健康保険税、後期高齢者医療保険
料の賦課・徴収、税の諸証明、土地家屋の評価、租税教育

住民活動
グループ
笹木　裕一

佐藤　　実
神田　晃宏
小林　　洋

酒井　信裕
小西　健太

交通安全対策、交通安全推進団体との連絡調整、交通災害共済、
防犯、地域サポーター、防犯灯・街路灯、地域コミュニティ、行
政区活動の支援、行政区会館管理、ごみ処理、し尿処理、環境保
全、公害対策、合併処理浄化槽の設置、畜犬登録、墓地、消費生
活、人権擁護、行政相談等、公営住宅管理、下水道受益者負担金、
下水道使用料

空知中部広域連合派遣 山下　朋之
西空知広域水
道企業団派遣 山下　隆司
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◇役場庁舎２階

産業振興課　（電話番号　76-2134）	 （　）は兼務職
課　長 主　幹 グループ長 主　査 主事等 主な仕事内容

小松　敬典

坂本　　剛
(新十津川物語
記念館長・文化
伝習館長)

農林畜産
グループ
得地　史郎
副主幹

西村　幸真

渡辺　恵介
上杉　明洋
植田　　遼
三浦　　樹

農業の振興、基盤整備、米の生産調整、担い手対策、農業制度資金、
スマート農業、農産物のＰＲ、有害鳥獣対策、畜産振興、公共牧
場管理運営、林業振興、治山、自然保護、山林緑化、内水面漁業

商工観光
グループ
竹村　大樹

深瀬　直人 阪本　一真
商工業振興、中小企業対策、商店街整備、観光事業振興、ふるさ
と公園、吉野公園、文化伝習館、新十津川物語記念館、企業誘致、
総合振興公社との連絡調整

ピンネ農業公社 岡崎　弘幸 伊藤　颯汰

建　設　課　（電話番号　76-2139）	 （　）は兼務職
課　長 主　幹 グループ長 主　査 主事等 主な仕事内容

谷口　秀樹

千石　哲也
(庁舎建設推進
事務局長)

（志賀　史朗）

都市管理
グループ
矢野　将崇
副主幹

堀下　琢磨
(庁舎建設推進
事務局次長)

新井　直樹 工事入札、建築工事、建築確認申請、建築基準法に関する相談・
指導、都市計画

土木グループ
森　　直文
副主幹

松原　智宏

萩原　　晶
板倉　和彦

道路占用、河川占用、道路台帳、道路・橋・河川・災害復旧工事、
道営土地改良事業、農道整備、林道管理、道路の維持・除排雪、
水防対策、河川・都市公園の維持管理、下水道の維持管理、街路・
都市公園の工事

技術長
（谷口　秀樹）

技術次長
志賀　史朗 土木建築工事の検定、調査設計業務の検定

総　務　課　（電話番号　76-2131）	 （　）は兼務職
課　長 主　幹 グループ長 主　査 主事等 主な仕事内容

寺田　佳正

佐藤　武久 総務グループ
池田　雄介

小木　浩亮
蒲原　　葵
佐々木貴大

秘書、情報公開、表彰、選挙、職員の人事・給与・研修・福利厚
生、条例、規則、公文書、日直、町史、消防、自衛隊

久保田篤司

財務・情報
グループ
政所　正人

松尾　昭彦

箕田　和久
白崎　義人
大西　達矢
安原　汰一

町の予算・決算、基金・積立金管理、町補助金、町有地管理、車両・
物品管理、ＩＣＴ推進、ネットワークセキュリティ、統計調査

企画調整
グループ
新居　剛紀

矢野　文隆
梨木　　淳
辻　翔太郎
安田　理人

町の政策立案、執行方針、まちづくり人材育成、定住促進、土地
利用、広報誌の作成・配布、報道機関との連絡調整、ふるさと応
援基金

災害対策
事務局

事務局長
（久保田篤司）

事務局次長
（新居　剛紀）

事務局員
（矢野　文隆）（辻　翔太郎）
（梨木　　淳）（安田　理人）

避難救助物資管理、自主防災組織の強化・育成、避難支援体制の
充実、国民保護計画、避難対策、防災無線放送、防災無線施設の
維持管理

デジタル化
推進事務局

事務局長
（久保田篤司）

事務局次長
（政所　正人）

事務局員
（白崎　義人）（安原　汰一）町の業務のデジタル化の推進

農業委員会事務局　（電話番号　76-2135）	 （　）は兼務職
課　長 主　幹 副主幹 主　査 主事等 主な仕事内容

(小松　敬典) 平川　宏之 穴吹　理絵 農地利用・調整・転用、農家台帳、農業者年金
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◇ゆめりあ

◇役場庁舎３階
議会事務局　（電話番号　76-3191）	

事務局長 主　幹 副主幹 主　査 主事等 主な仕事内容
窪田　謙治 加藤　敏晃 議会に関する業務

教育委員会　（電話番号　76-4233）	 （　）は兼務職

保健福祉課　（電話番号　72-2000）	 （　）は兼務職

新型コロナウイルス対策本部事務局	 （　）は兼務職

事務局長 主　幹 グループ長 主　査 主事等 主な仕事内容

鎌田　章宏
(総合健康福祉
センター長)
(図書館長)

横山　芳徳
（開拓記念館長）

学校教育
グループ
石井　秀紀
副主幹

西井ゆかり

戸出　雄基 鷲尾　奈美
教育委員会の開催、学校施設・教員住宅の管理、学校教育課程、
教科書、教育計画、教職員の研修・福利厚生、奨学金、スクール
バスの運行管理、学校医

社会教育
グループ
加藤　和仁
副主幹

大山　幸成
丸　　義史

川田　一仁
松浦　拳斗
浅野　幹人

生涯学習、社会教育団体、青少年育成、芸術文化活動の普及・奨
励、文化財保護、開拓記念館、体育振興、体験学習、社会教育施
設の管理、生涯スポーツ、文化振興、文化活動団体、総合健康福
祉センターの管理、ふるさと学園大学、ゆめりあ部会、高齢者生
きがい対策、体力増進、図書館の管理

社会教育
主事

大山　幸成
社会教育活動の指導・助言

学校給食
センター

学校給食
センター長

（横山　芳徳）
沼田　正行 学校給食センターの運営管理、栄養管理

課　長 主　幹 グループ長 主　査 主事等 主な仕事内容

坂下　佳則

岡田　理恵
（子育て世代
包括支援セン
ター長）

健康推進
グループ
栗山　久枝

白石　隆之

勝見　梨恵
渡邉　歩美
後藤　七海
岩崎　優乃
野原菜々子

母子健康手帳の発行、妊産婦・乳幼児健診・相談・教育、成人・
高齢者健診・相談・教育、感染症予防、予防接種、栄養相談、食
品衛生

宮本　昌枝
（地域包括支援
センター長）

澁谷　綾華 介護保険相談、在宅介護等相談・情報提供業務

事務局長 事務局次長 事務局員 主な仕事内容

（坂下　佳則）（岡田　理恵）
（向井　利行）（栗山　久枝）

（白石　隆之）（後藤　七海）
（勝見　梨恵）（岩崎　優乃）
（渡邉　歩美）（野原菜々子）

新型コロナウイルス対策本部の事務局に関する業務
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③　令和３年度外部評価結果報告

◎外部評価とは
　町では、行政運営の成果を経済性、効率性、有効性
などから分析して評価し、業務を見直し、改善してい
く行政評価を平成14年度から始めました。
　そのひとつが外部評価で、総合行政審議会（総務部
会）委員が、行政内部だけでは気づきにくい課題や住
民と行政の意識の違いなどについて検証を行っていま
す。
　行政事務のチェックは、町の監査委員が法令などに
基づき専門的な観点から監査を行っていますが、外部
評価はあくまでも住民の視点・感覚から町の施策や事
業を評価するという点で趣旨が異なっています。

【総合行政審議会（総務部会）委員】
部 会 長　小野　由貴さん
副部会長　酒井　雅彦さん
委　　員　大西　一雄さん　

西野　　希さん
入井智恵子さん　
天野　洋子さん
平山　泰行さん　
藤田　琢磨さん
髙野　智樹さん　
西田　宜央さん

（住民生活部会より出席委員）
大窪　敏文さん　
笠井　正憲さん
山本　裕子さん

◎外部評価の実施
　令和３年度は、６月から７月にかけて合計５回の部
会を開催し（書面会議の１回を含む）、外部評価を行
いました。
　評価の対象は、町が令和２年度に取り組んだ59施策
のうち12施策となっています（次ページ以降）。

◎外部評価の方法
　担当職員が作成した評価シートや担当職員との意見
交換などにより、目標に対する事業の効果について評
価を行い、今後の方向性や改善すべき点について提言
を行っています。

◎総合行政審議会の総括意見
　国内においては、新型コロナウイルスが猛威を
振るい、混沌とした状態が続いていましたが、ワ
クチン接種も徐々に始まり、国民の多くが近い将
来には必ず収束に向かうと信じて、感染予防に取
り組んでいます。
　町内に目を向けると、新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため、イベントの多くが、中止や開
催規模の縮小を余儀なくされ、町民が集う行事に
大きな影響を及ぼしました。
　今後に向けては、新型コロナウイルスに打ち勝
ち、創意工夫のもと、イベント等を実施すること
で、町民の笑顔あふれる日常が増えることを願っ
ています。
　さて、今回の協議結果についてですが、令和２
年度に実施された59施策のうち12施策の目標達成
に向けた各種事業の取り組み状況について、理解
を深めつつ、評価を行いました。
　評価結果については、住民の声として行政運営
に活用していただき、これからも国が示す新しい
生活様式を踏まえつつ、医療・福祉や商工関係を
はじめ様々な分野に対する独自の支援策にも取り
組んでいただきたいと思います。
○まちづくりに町民の意見を取り入れるには、

ファシリテーター（参加者に発言を促しながら
会を進行させる役職）を参加させることも重要
かと思います。
若い人の中には、意見を言いづらい人や、まち
づくりに興味が持てない人もいるかと思うの
で、ファシリテーターを活用し、意見を言える
機会を設け、若者の参加を促していくことで、
新たな意見を聞くことができると思います。

○事業数が多く、業務内容が多岐にわたるため、
まとめられる事業はまとめて、効率的に業務を
進めていくことを検討してください。
今後も、このような取り組みの情報発信に努め
てください。

　まちづくりに関する諸方策について、体系的かつ総合的
に審議し、推進するために設置され、公募委員と有識者委
員の20人で構成されています。
　審議会には、保健福祉・住宅・環境施策を審議する住民
生活部会と、行政評価を審議する総務部会の２つの部会を
設置しています。

ワンポイント～総合行政審議会とは～

◎外部評価の結果
　総合行政審議会から、全体を通しての総括意見と各
施策に対する個別の意見が報告されました。町では、
評価結果を踏まえて今後の取り組み方針を決定し、改
善できるものから速やかに対応していきます。
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外部評価調書【令和２年度に取り組んだ施策の外部評価】
政策
項目

施策
項目

令和２年度の
主な取り組み 総合行政審議会委員の意見

生
活
基
盤
の
充
実

地
域
情
報
化
の
推
進

◆光通信サービスの未整備区域
にＮＴＴが光通信網の整備を
進める協定を締結

①インターネットの開通工事などは、助成制度の手続方法が広報誌だけ
では分かりづらいことから、インターネットなども活用して、周知し
ていただきたいです。

②新十津川町はインターネットを利用しない人の率が高いです。スマー
トフォンも同様であることからスマートフォン講座の開催、スマート
フォンを利用するきっかけを作ってはどうでしょうか。

③光回線を広げることは、今後、リモート操作などさまざまなことで活
用できることから、環境整備は重要です。

児
童
福
祉
の
充
実

児
童
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

充
実

◆児童館の運営、工作教室など
のイベントの実施

◆指定管理による保育園の運
営、滝川市との連携による病
後児保育の実施

◆留守家庭の小学生を預かる
「放課後児童クラブ」の運営

①病後児保育の取り組みを知らなかった人もいるようなので、この取り
組みについてＰＲするとともに、病後児保育の対象を両親が共働きの
場合に、幼稚園児も対象としていただけるとありがたいです。

②保育士の不足が懸念されますので、給与の支援など保育士を確保でき
る体制を検討してほしいです。

③保護者のニーズが年々変わり大変だと思いますが、今後もニーズに
沿った児童クラブなどの運営を進めてほしいです。

障
が
い
者
福
祉
の

充
実

障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実

◆施設などでの昼間の活動を支
援、共同生活などの住まいの
場を支援

◆在宅訪問による家事の援助や
外出時の移動などを支援

◆補装具の支給、医療費の給付、
サービスの利用計画を作成

①砂川市の障がい者職業能力開発校は、道内４校のうちの１校というこ
とであり、必要な方が利用できるように今後も紹介してほしいです。

②社会全体で障がい者が生活しやすい環境に向け、今後も進めていただ
きたいです。

健
康
づ
く
り
の
増
進

母
子
保
健
体
制
の
充
実

◆妊婦超音波検査費用（14回分）
や産婦健康診査費用（２回分）
の助成

◆医師・歯科医師・歯科衛生士・
保健師・栄養士による乳幼児
健康診査や健康相談の実施

◆一般不妊治療費を20万円まで
助成、特定不妊治療費を１回
10万円まで助成

①乳幼児個人ごとに健康相談の担当者が決まっているようで、カルテを
作り担当者が不在でも対応できる状況となっており、そういった安心
できる体制を続けてほしいです。

②不妊治療の助成申請は年々増えているようなので、今後も利用しやす
い体制を検討いただきたいです。

林
業
の
振
興

町
有
林
・
民
有
林
の
保
護
育
成

◆ふるさと公園内に木質バイオ
マスボイラー施設を建築

◆植林した木を守るための町有
林の下草刈りや適期での町有
林の間伐を実施

◆民有林の伐採後の無立木地化
を防止するための植林事業を
支援

①循環型社会の実現に向け、木質バイオマスなどの利用を順調に進めて
いただきたいです。

②間伐材の使用用途にバイオマスボイラーへのチップとして使用してい
ますが、他へ利用方法も検討してはどうでしょうか。例えば、薪ストー
ブを使っている人から薪の値段が高いと聞くので、もし安価であれば
そういった方へ紹介をしてはどうでしょうか。

③キャンプなどに利用するために個人で山を購入する人が増えていると
聞きますが、本町も購入者が増えているようなので、自然環境を考慮
して注視いただきたいです。

商
工
業
の
振
興

中
小
企
業
等
の
経
営
支
援

◆中小企業の支援策として、事
業資金融資のあっせんや当該
融資に係る利子の全額補助

◆新設、増設、移設した企業施
設に係る固定資産税を最大10
年間免除、投資への助成

◆店舗などの整備、地場産品の
開発、商工観光の活性化、人
材育成などに助成

①コロナ禍を考慮して、従業員に対して直接的な経済支援があるような
ので、このような制度を知っていただくように周知してほしいです。

②４つの事務事業を利用した個人や事業者に対して、事業の効果などの
アンケート調査を行うと良いと思います。

③コロナ禍にあるので、緊急経済対策事業は事業者にとってもありがた
い支援だったと思います。今も事業者は苦しい状況にあると思います
ので同様の支援が必要だと思います。



57

資料編

〈令和４年度　予算〉

資
料

　　　　　
町担当の所見 担当課

①町のホームページやＳＮＳなどのさまざまな方法を活用して、より多くの人に情報を届けるように努
めていきます。

②国が実施するデジタル活用支援推進事業（デジタル活用を支援する講習会）の活用やスマートフォン
でできる行政手続きなどについて検討を進め、スマートフォンを利用するきっかけづくりに努めてい
きます。

③光回線は、民間業者が主体となり令和４年３月までに町内のほぼ全域に整備され、令和３、４年度の
２カ年の促進策として個人宅の光回線導入費の一部を助成していきます。

総務課

①本町の病後児保育は滝川市と協定を結び、滝川市の施設で保育をお願いしています。滝川市では利用
対象を保育所の入所児童と決めているため、滝川市の基準に沿うことになりますので、現状では幼稚
園に通う児童の利用はできないことをご理解ください。

②保育園を管理運営する指定管理者に対して、保育士の処遇改善をするための支援をしています。保育
園利用の需要に応えるためには保育士の確保が重要ですので、今後も連携して確保に努めていきます。

③今後も保護者と運営スタッフの連携を密にし、子どもたちが安心して生活できる環境を提供し、働き
ながら子育てを行う保護者を支えていきます。

保健福祉課

①職業能力開発校などの各種支援機関について、配布物の掲示や訓練生募集を町広報誌を通じて、より
多くの方に知っていただけるよう努めていきます。

②「支える側」と「支えられる側」という一方向の関係性ではなく、互いに支え合い、役割を持って活
動していく地域共生社会の考え方の普及啓発と、障がいのある方の困りごとに対する配慮や支援がで
きる地域づくり、縦割りでない相談や各種福祉サービスを提供するための体制整備を進めていきます。

保健福祉課

①健診受診の必要性のほか、通常の費用も示しながら周知をして受診率向上に努めていきます。
②健診の申し込みは、個々の受診歴などを確認しながら対象の有無を確認する必要があるため、現在は
電話や来所による申し込みとしています。インターネットの活用については課題などを整理し、検討
を重ねていきます。

③社会保険加入者などの受診状況は、医療保険者が実施主体であることから正確に把握することが困難
ですが、令和３年10月から特定健診などの結果を医療保険者間で引き継ぎができるようになるため、
受診状況の一定程度の把握が可能になります。

保健福祉課

①ふるさと公園内に木質バイオマスボイラーを設置し、木質チップを燃料とした熱を３施設に供給して
います。今後も再生可能エネルギーを継続して使用するとともに安定した稼働に努めていきます。

②町内の豊かな山林資源を有効に活用することにより、環境にやさしい取り組みを進めることが可能で
す。再生可能エネルギーも含め、間伐材の他の活用方法については、需要と供給のバランスを考えた
うえで検討していきます。

③山林を取得した場合や木を伐採する際には届け出が必要となり、町の森林整備計画に即した整備や管
理が必要となります。今後も森林環境の保全が図られるよう注視していきます。

産業振興課

①新型コロナウイルス感染症の影響で、やむなく休業となり休業手当の支払いを受けられなかった方が、
国に対して直接申請できる仕組みが整備されています。町としても、情報を必要とする方からの問い
合わせには正確にお答えできるよう努めていきます。

②補助事業については、申請された事業がどのように実施されたかが実績報告として提出されます。今
後は、その際に制度に対する感想や支援に関してのニーズを聞き取りするなど工夫をしていきます。

③事業者への支援策は、困窮度の高い業種の把握などについて、商工会と連携して効果的に実施できる
よう努めており、今後も同様に的確な事業展開を図っていきます。

産業振興課
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外部評価調書【令和２年度に取り組んだ施策の外部評価】
政策
項目

施策
項目

令和２年度の
主な取り組み 総合行政審議会委員の意見

観
光
の
振
興

都
市
と
農
村
の
交
流
促
進

◆都市に住んでいる中高生を
対象に、農業体験や農家に
滞在する交流事業を実施

①ファームステイの受け入れ農家によっては、学生への対応に温度差があ
ると聞きます。まちのＰＲのためにも、ある程度の意識の統一化を図っ
た方が良いと思います。

②ファームスティの受け入れ農家が減っている現状ですが、具体的にどう
いったことが大変であるのか、聞き取りを行い、是正できる取り組みが
あれば、取り組んでいただきたいです。

③心呼吸推進協議会の会員で札幌市の農産物フェアに出品する作物を作付
した農家もあると聞きますので、町内で販売できる機会を設けることも
良いと思います。

防
災
体
制
の
充
実

河
川
環
境
の
整
備

◆町河川の土砂上げなどの管
理、７カ所ある排水施設の
管理

◆徳富川ラブリバー推進協議
会の花植え活動を支援、石
狩川堤防の改修を推進

◆道管理河川樋門54カ所の地
先への委託による管理と災
害時の開閉操作

①河川愛護組合や水防団は、高齢化や参加者数の減少が問題となっていま
す。今後、増加する要素も少ないため、このままでは立ち行かなくなり
ます。抜本的な改善策が必要です。

②河川清掃などは、町民が身近に参加できるものであることから、今後も
続けていただきたいです。

生
活
安
全
体
制
の

充
実

交
通
安
全
の
推
進

◆交通安全指導員による交通
安全指導の実施

◆青色回転灯装着車両による
町内防犯パトロールの実施

①危険箇所を把握するため、町内の危険箇所のデータ化をすると良いと思
います。

②町内会単位などで、意識啓発のための講習会などを行ってはどうでしょ
うか。

③交通安全指導員の確保のため、若い人の職域でのPRやイベントで募集
啓発をするのも良いと思います。

社
会
教
育
の
充
実

読
書
活
動
の
促
進

◆図書の読書履歴を記帳でき
る「読書通帳」の実施

◆図書館の管理や運営、図書
館の新しい本の購入、子ど
も１日図書館員体験事業を
実施

◆趣味や美術作品のギャラ
リーを展示、乳幼児の健診
相談時に絵本とバッグを贈
呈

①小中学生に本を読んで読書感想文を書いてもらい、書いた本数に応じて
表彰や商品を渡してはどうでしょうか。

②図書館のギャラリーを展示などで有効活用していることを、多くの方に
お知らせすると良いかもしれません。

③冬に図書館に行くのは大変なので、送迎や本の取り寄せなどを検討して
はどうでしょうか。

文
化
活
動
の
促
進

◆町民の芸術・文化作品（俳
句や写真など）を発表する
町民文化祭を支援

◆開拓記念館の管理運営、獅
子神楽の保存伝承などの文
化・芸術団体の活動支援

①かぜのびを知らない町民も多くいますので、来館してもらえるようＰＲ
が必要だと思います。

②開拓記念館に学芸員を配置することにより、新しい方法で展示物を紹介
するなどして入館者を増やすことができると思います。

③開拓記念館で、町の歴史の講演などを企画するのも良いと思います。

住
民
参
加
の
促
進

情
報
の
発
信

◆町内の観光施設にモニター
を設置しＰＲ動画を放送、
町のＰＲパンフレットの配
布

◆広報誌や議会広報誌の発
行、ホームページ、ＵＨＢ
地デジ広報による情報発信

◆町の１年間の予算や事業内
容をわかりやすく紹介する
「まちづくり読本」の発行

①町外向け、町内向けでスタイルが変わりますが、町内の少年団活動につ
いて新入会員も少なく年々活動が減っているため、少年団の活動状況を
掲載するなど子どもたちも見られるようなページがあっても良いと思い
ます。

②町外へのアピールが弱いと感じるので、情報を一元管理し、さまざまな
媒体に発信できる体制を整えると良いかもしれません。

③最新の情報媒体（SNSなど）と従来（紙媒体）の発信はどちらも大切で
あり、バランスが大事だと思います。
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町担当の所見 担当課

①受け入れは「しんとつかわで心呼吸。推進協議会」の会員である個々の農家ですので、体験の内容に
は当然差がありますが、「農村の魅力を感じてもらう」という目的達成のため、これまで同様に総会
をはじめ各種機会を通じて情報共有や意識の統一が図られるよう努めていきます。

②受け入れ内容は、主として道外の高校生グループに農作業体験を提供し、自宅に宿泊させ食事の提供
までをする取り組みのため、新規の農家さんが簡単には現れないのが実情です。コロナ禍も踏まえ、
今後どのような受け入れを展開していくかを会員とともに検討していきます。

③農産物フェアを開催することで都市部へ農産物のＰＲを行っていますが、町内や近隣市町へのＰＲも
行うべきと考えており、町内イベントへの出店の呼び掛けを行っています。また、令和４年度からは
役場庁舎前での農産物直売の開催を予定しています。

産業振興課

①河川愛護組合は、河川愛護のボランティア精神にのっとり、河川の草刈業務を担っていただいていま
す。抜本的な改善策は業者委託が考えられますが、多額の費用が発生しますので、今後も地元組合員
に担っていただきたく、各組合長と意見交換を行っていきます。
また、水防団は今後も継続して企業や建設協会への働き掛けや町広報誌への掲載など積極的な募集活
動により、若年層の新規加入に努めていきます。

②今後も潤いと魅力ある水辺づくりを推進するため、河川清掃や花植えなどの活動を町民の皆さんと協
力して進めていきます。

建設課

①今後、危険箇所のデータ化を進め、町民の皆さんへの情報提供や啓発への活用を検討していきます。
②町内会をはじめ、各種団体に対する啓発機会・学習機会の提供に努めていきます。
③募集に当たっては、できるだけ活動に参加いただける方を各行政区から推薦いただいている状況にあ
りますが、交通安全指導活動が浸透するよう活動のPRに努めていきます。

住民課

①図書館では読書通帳システムを導入しており、児童生徒には通帳の満点（本数216冊）を１冊達成す
るごとにその記録を称え表彰しています。読書感想文での表彰は、今後検討していきます。

②町広報誌や防災無線、ＬＩＮＥなどを活用しギャラリー展示の日程と内容を周知しています。今後も
より多くの町民の皆さんに知ってもらえるよう周知に努めていきます。

③令和３年度から一部の地域をモデル地区として、図書館職員が行政区会館を訪問し配本活動を行って
います。今後、送迎や取り寄せができる体制についても検討していきます。

教育委員会

①指定管理者の風の美術館と連携を図り、ＳＮＳ・町広報誌などでの情報発信やこもれびコンサートな
どの実施によるＰＲで集客の増加を図り、施設の魅力化向上に努めていきます。

②学芸員の配置に代わり、教養と豊富な知識を有する方が属する「とっぷ子どもゆめクラブ」に開拓記
念館の運営を委託しています。また、従来の資料に説明文を加えるなど、入館者の増加につながるよ
うこれまで同様に展示物の充実に努めていきます。

③令和４年度は、札沼線北線（沼田駅～新十津川駅）が廃線されて満50年となります。貴重な資料の展
示など特別展を開催し、町の歴史を伝えていくように努めていきます。

教育委員会

①個人情報の関連もありますので、少年団に確認の上、少年団の活動状況について掲載を検討していき
ます。

②町外の方に町の魅力を伝えていくため、横断的に情報が収集できる仕組みを検討し、SNSやガイド
ブックなどを活用した情報発信に努めていきます。

③広報誌やホームページ、ＳＮＳなど複数の媒体を目的によって使い分け、各媒体から情報発信してい
ます。今後も発信する内容に応じた発信方法で提供していきます。

総務課
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④　公共施設等　電話番号・ＦＡＸ番号

施　　設　　名 電話番号 ＦＡＸ

役
　
場
　
庁
　
舎

住 民 課 76-2130

76-2785

保 健 福 祉 課 72-2035

会 計 課 76-3192

総 務 課 76-2131

建 設 課 76-2139

産 業 振 興 課 76-2134

農 業 委 員 会 76-2135

議 会 事 務 局 76-3191

保健福祉課・ゆめりあ 72-2000 72-2006

教育委員会・ゆめりあ 76-4233 76-3223

地域包括支援センター・ゆめりあ 72-2030 72-2006

新 十 津 川 保 育 園 76-2419 76-2871

児 童 館 76-2402 76-2402

子 育 て 支 援 セ ン タ ー 72-2088 72-2088

放 課 後 児 童 ク ラ ブ 76-2626 76-2626

新 十 津 川 幼 稚 園 76-4152 76-4003

新 十 津 川 小 学 校 76-2505 76-3477

新 十 津 川 中 学 校 76-2161 76-2162

新十津川農業高等学校 76-2621 76-2292

給 食 セ ン タ ー 76-2528 76-2671

図 書 館 76-3746 76-4641

武 道 場 76-4098 ―

総合振興公社・物産館 76-3141 76-3126

サ ン ヒ ル ズ ・ サ ラ イ 76-3000 76-3036

新 十 津 川 物 語 記 念 館 76-2995 76-2995

文 化 伝 習 館 76-2991 76-2992

開 拓 記 念 館 76-2622 ―

風の美術館（かぜのび） 73-2600 ―

施　　設　　名 電話番号 ＦＡＸ

吉野地区活性化センター 73-2632 73-2632

ス ポ ー ツ セ ン タ ー 76-3390 76-3390

ス ポ ー ツ ク ラ ブ 76-3470 ―

そ っ ち 岳 ス キ ー 場 76-2075 ―

温 水 プ ー ル 76-2925 ―

サンウッドパークゴルフ場 76-2500 ―

ピ ン ネ ス タ ジ ア ム 76-3838 ―

西空知広域水道企業団 76-2486 76-3660

消 防 支 署 76-2619 76-3716

除 雪 セ ン タ ー 76-4302 ―

中空知衛生施設組合(リサイクリーン) 75-3800 75-3801

空 知 中 部 広 域 連 合 66-2152 66-2138

社 会 福 祉 協 議 会 76-2600 76-3505

新 十 津 川 町 駐 在 所 76-2610 ―

花 月 駐 在 所 74-2012 ―

大 和 駐 在 所 76-2573 ―

新 十 津 川 郵 便 局 76-2560 76-2064

橋 本 郵 便 局 76-2960 76-2912

石 狩 大 和 郵 便 局 76-2901 76-2094

石 狩 吉 野 郵 便 局 73-2121 73-2465

花 月 郵 便 局 74-2400 74-2530

新 十 津 川 町 商 工 会 76-2571 76-4445

ピ ン ネ 農 業 公 社 72-2022 76-4102

新規就農者技術修得センター 76-4257 76-4257

農林産物加工センター 73-2077 73-2078

空知農業改良普及センター中空知支所 74-2281 74-2285

新 十 津 川 土 地 改 良 区 76-2261 76-3336

札幌開発建設部滝川河川事務所 76-2211 76-2224






